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　1912年（大正元年）の創業以来、「創意工夫」を理念に
改善・改革を100年以上続けてこられた会社です。
　今回は、林田壽昭代表取締役社長にお話を伺いました。 代表取締役社長

林田　壽昭

【 三笠産業とは 】
　　三笠産業㈱が創業の産声を上げたのは、今か
ら約100年前の大正元年(1912年)のことで、「林田國
太郎商店」として樽用の木工呑口を製造販売された
ことが始まりだそうです。戦後、樽の需要減少やプラ
スチック素材の普及を予測し、木工呑口に替わって
プラスチック製キャップを考案され、昭和28年(1953
年)から本格的に製造販売を開始し、3年後の昭和31
年(1956年)に、現三笠産業株式会社を設立されまし
た。
　翌年には平面印刷機の開発に成功し、小さな
キャップの平面部分に印刷をするという技術を当時
の産業界に送り出されました。昭和38年(1963年)に
は、簡易性、安全性、利便性を備えたプラスチック製
の『GS王冠』を開発し、国際的な特許が認められ、
今までの金属王冠に替わる画期的な商品となったそ
うです。その他にも数々の画期的な商品を次々に世に
送り出され、累計商品開発5,000点、現在の商品ライ
ンナップは1,300点にも及び、生活に密着するキャッ
プの役割と市場を大きく広げてこられました。

　また、茨城県に無人化工場、熊本県にボトル新工
場、栃木県にモノづくりの理想を追求するモデル工
場を開設され、国内での生産力の充実と、高品質か
つ安全なモノづくりに一貫して取り組んでおられま

す。さらに、平成26年(2014年)6月には、タイに販社、
翌年には工場を設立して、海外事業展開の大きな一
歩を踏み出されました。日本国内のお客様のニーズ
に応えてこられたこれまでのノウハウや要素技術を
活かし、経済成長著しいアジア市場を中心に、活動
の舞台を海外まで拡大されています。今後は、包装
業界のあらゆる二ーズに対応するとともに、環境を
テーマにしたリサイクル製品やバイオプラスチック
等、斬新で地球環境に配慮した製品を創造するた
め、国内における研究開発機能を高めていかれるそ
うです。
　｢創意工夫｣、｢無から有を生み出す｣、｢現状否定｣
を合言葉に、これまでに無かった独創性(アイデア)を
カタチ(製品)にする開発志向の企業を目指されておら
れます。

【 MADE　in　MIKASA 】
　以上のとおり、無人化工場等を開設される一方
で、小さな部品の細部にまでこだわった改善・改革
を10 0年以上継続することで、“MADE　in　
MIKASA”の信頼を築いてこられました。
　『開ける』技術では、今やスタンダードとなったプ
ルオープンキャップを昭和44年(1969年)に製品化さ
れ、その後、キャップを回すだけで開栓できるプル
オープン不要のニュートンキャップを開発されまし

た。内容物の品質を保ちながら消費者にとって簡
単、かつ、開けやすいキャップの開発を追求し続け
ておられます。
　『守る』技術では、開封されたかどうかが一目で
分かるよう、ガード付きのキャップを開発されまし
た。キャップに求められる封印性に加えて、いたずら
を防ぐ機能を付与し、食品の安全性を高め、消費者
に安心感を届けておられます。
　『注ぐ』技術では、液体食品をより確実に注げるよ
う、内容物の粘度や注出量に応じた形状の水切りを
研究されています。注出流量を調節することができ、
しかも液切れの良いキャップを開発して、注ぎやすい
だけでなく、液だれせず容器をいつもきれいに保つ
ことができる商品を開発しておられます。
　『分ける』技術では、内容物の品質を維持するた
めの密封性や開封の簡便性に加え、使用後のキャッ
プの破棄まで考慮した分別性が求められるそうで、
商品シール部分をビンやボトルから簡単に外して分
離できる商品を開発しておられます。

【 製品開発の追求 】
　今後も国内外のお客様のニーズに応え続けるため
には、キャップから容器全体の製品設計・開発技術
の向上に加え、量産技術も飛躍的に高めていく必要
性があるそうで、今後は、最先端の金型・射出成形・
検査技術を取り入れ、独自要素技術との融合の中、
さらに安定かつ効率的な量産体制の確立を目指さ
れるそうです。
　また、包装容器の機能性に加え、お客様の食卓や
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　平
成
31
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り

ま
し
て
、謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　平
素
は
、公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協

会
の
運
営
に
あ
た
り
、格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
ど
も
葛
城
納
税
協
会
は
、税
に
関
す
る

健
全
な
納
税
者
の
団
体
と
し
て
、適
正
申
告

の
推
進
と
納
税
道
義
の
高
揚
を
図
る
と
と

も
に
、企
業
や
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、葛
城
税
務
署

と
協
力
し
て
、「
改
正
法
人
税
法
等
説
明

会
」、「
年
末
調
整
説
明
会
」及
び「
記
帳
指

導
説
明
会
」等
の
各
種
説
明
会
を
開
催
し
、

税
知
識
の
普
及
な
ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、

近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部
と
共
催
し
た
税

務
相
談
等
を
積
極
的
に
開
催
し
て
参
り
ま

し
た
。

　こ
れ
ら
の
各
事
業
は
、公
益
社
団
法
人
と

し
て
、会
員・非
会
員
を
問
わ
ず
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
事
業
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、こ

れ
か
ら
も
広
く
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
様
々
な
事
業
活
動
を

行
う
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　さ
て
、国
内
景
気
の
基
調
判
断
は
、緩
や
か

な
回
復
基
調
を
続
け
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、本
年
10
月
か
ら
消
費
税
率
が

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、我
が

国
で
は
初
め
て
の
軽
減
税
率
制
度
が
導
入
さ

れ
る
ほ
か
、自
然
災
害
や
米
中
通
商
摩
擦
の

影
響
な
ど
、景
気
に
対
す
る
不
確
定
要
素
も

多
々
存
在
し
て
い
る
中
、決
し
て
楽
観
で
き
る

動
向
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
情
勢
の
中
、葛
城
納
税
協
会
と

い
た
し
ま
し
て
は
、会
員
の
皆
様
方
の
ご
事
業

と
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
ま
す
よ

う
、税
務
官
公
署
、葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
並
び
に
近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部
等

と
の
連
携・協
調
を
さ
ら
に
深
め
、各
種
事
業

を
積
極
的
に
展
開
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、よ
り
一
層
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
事
業
の
益
々
の
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　旧
年
中
は
、
森
本
協
会
長
並
び
に
鍜
治

田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
は
じ
め
、
役

員
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
税
務
行
政
の

適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深

い
御
理
解
と
格
別
の
御
支
援
、
御
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　昨
年
は
、
葛
城
納
税
協
会
創
立
70
周
年

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　皆
様
方
と
は
、
昨
年
７
月
の
着
任
以
降
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
橿
原
で
の一
日
税
務
署
長
等

体
験
、
納
税
表
彰
式
、
大
和
高
田
魅
力
産

業
創
造
フ
ェ
ア
で
の
広
報
活
動
な
ど
、
様
々

な
行
事
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
行
事
を
通
じ
ま
し
て
、
皆
様

方
の
税
務
行
政
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
、

税
知
識
の
普
及
や
適
正
申
告
の
推
進
、
納

税
道
義
の
高
揚
に
向
け
た
事
業
活
動
に
深

く
感
じ
入
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　今
後
と
も
、
引
き
続
き
税
務
行
政
全
般

に
わ
た
り
ま
し
て
、
御
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
間
も
な
く
平
成
30
年
分
の
所
得

税
等
の
確
定
申
告
期
を
迎
え
ま
す
。

　例
年
、
確
定
申
告
期
に
お
き
ま
し
て
は
、

会
員
の
皆
様
方
に
申
告
書
作
成
会
場
の
運

営
等
、
様
々
な
面
で
御
協
力
を
賜
って
お
り

ま
す
。

　こ
う
し
た
皆
様
方
の
真
摯
な
取
組
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平

成
30
年
分
の
確
定
申
告
期
に
お
き
ま
し
て

も
、
よ
り
一層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　本
年
１
月
か
ら
は
、ｅ-

Ｔａｘ
利
用
の
簡
便

化
と
し
て
、Ｉ
Ｄ・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
利
用
し
た

電
子
申
告
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
納
税
に

つい
て
は
、
一部
の
コ
ン
ビ
ニ
で
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

利
用
し
た
納
付
手
続
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
方
は
も
と
よ
り
、
お
知

り
合
い
の
方
々
に
も
、
是
非
と
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
）
を
利
用
し
た
申

告
を
お
勧
め
い
た
だ
く
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
本
年
10
月
か
ら
、
消
費
税
率
の

10
％
へ
の
引
上
げ
及
び
軽
減
税
率
制
度
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
葛
城
税
務
署
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
軽
減
税
率
制
度
の
円
滑
な
実

施
に
向
け
て
、
事
業
者
の
皆
様
に
制
度
の

内
容
を
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
自
ら

適
正
な
申
告
・
納
付
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
着
実
な
制
度
の
周
知
・
広
報
や
丁

寧
な
相
談
対
応
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
よ
り
一
層
の
御
支
援
と
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
新
し
い
年
が

公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会
並
び
に
葛

城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
に
と
っ
て
更
な

る
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
こ
と
、
そ
し
て
会

員
の
皆
様
方
の
御
事
業
の
御
繁
栄
並
び
に

御
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

公益社団法人葛城納税協会会長
森本　俊一

葛城納税貯蓄組合連合会会長
鍜治田　八彦

葛城税務署署長
平島　芳章

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。　会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
元
気

で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。旧

年
中
は
、葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
活

動
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　ご
存
知
の
と
お
り
、納
税
貯
蓄
組
合
は
、

昭
和
26
年
に
制
定
さ
れ
た
納
税
貯
蓄
組
合

法
に
基
づい
て
設
立
さ
れ
た
団
体
で
あ
り
、設

立
以
来
、納
税
資
金
の
備
蓄
に
よ
る
期
限
内

納
付
の
確
立
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
お
り

ま
す
。こ
の
目
的
達
成
の
た
め
、納
税
資
金
の

計
画
的
な
備
蓄
の
推
進
と
期
限
内
完
納
の

定
着
化
の
ほ
か
、振
替
納
税
制
度
とｅ-

Ｔａｘ

の
普
及・拡
大
並
び
に
消
費
税
滞
納
の
未
然

防
止
活
動
を
積
極
的
に
行
って
お
り
ま
す
。

　ま
た
、期
限
内
完
納
の
確
立
に
加
え
、納
税

道
義
の
高
揚
を
図
る
こ
と
も
納
税
貯
蓄
組
合

の
役
割
と
し
て
捉
え
、税
の
広
報
活
動
を
通

じ
た
正
し
い
税
の
理
解
者
と
協
力
者
の
拡
大

の
ほ
か
、租
税
教
育
活
動
の一
環
と
し
て
、中

学
生
に
税
に
つい
て
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た『
中
学

生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」』の
募
集
事
業
も

積
極
的
に
行
って
お
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
各
事

業
に
つ
き
ま
し
て
、葛
城
税
務
署
、葛
城
納
税

協
会
並
び
に
近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部
等

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
って
お
り
、深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　さ
て
、本
年
10
月
か
ら
、我
が
国
で
は
初
め

て
の
軽
減
税
率
制
度
の
導
入
と
と
も
に
、消

費
税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、葛
城
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、消
費
税
の
滞
納

を
未
然
防
止
す
る
観
点
か
ら
、納
税
貯
蓄
組

合
が
設
立
さ
れ
た
原
点
に
立
ち
返
り
、納
税

資
金
の
備
蓄
と
振
替
納
税
の
推
進
等
を
通
じ

た
期
限
内
完
納
の
確
立
に
向
け
ま
し
て
、基

本
的
で
地
道
な
活
動
に
取
り
組
む
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、今
後
と
も
、葛
城
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
の
活
動
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、皆
様
方
の
ご
多

幸
と
ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業
の
ご
発
展
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　平
成
31
年
の
年
頭
に
当
た
り
ま
し
て
、
謹

ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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【 三笠産業とは 】
　　三笠産業㈱が創業の産声を上げたのは、今か
ら約100年前の大正元年(1912年)のことで、「林田國
太郎商店」として樽用の木工呑口を製造販売された
ことが始まりだそうです。戦後、樽の需要減少やプラ
スチック素材の普及を予測し、木工呑口に替わって
プラスチック製キャップを考案され、昭和28年(1953
年)から本格的に製造販売を開始し、3年後の昭和31
年(1956年)に、現三笠産業株式会社を設立されまし
た。
　翌年には平面印刷機の開発に成功し、小さな
キャップの平面部分に印刷をするという技術を当時
の産業界に送り出されました。昭和38年(1963年)に
は、簡易性、安全性、利便性を備えたプラスチック製
の『GS王冠』を開発し、国際的な特許が認められ、
今までの金属王冠に替わる画期的な商品となったそ
うです。その他にも数々の画期的な商品を次々に世に
送り出され、累計商品開発5,000点、現在の商品ライ
ンナップは1,300点にも及び、生活に密着するキャッ
プの役割と市場を大きく広げてこられました。

　また、茨城県に無人化工場、熊本県にボトル新工
場、栃木県にモノづくりの理想を追求するモデル工
場を開設され、国内での生産力の充実と、高品質か
つ安全なモノづくりに一貫して取り組んでおられま

た。内容物の品質を保ちながら消費者にとって簡
単、かつ、開けやすいキャップの開発を追求し続け
ておられます。
　『守る』技術では、開封されたかどうかが一目で
分かるよう、ガード付きのキャップを開発されまし
た。キャップに求められる封印性に加えて、いたずら
を防ぐ機能を付与し、食品の安全性を高め、消費者
に安心感を届けておられます。
　『注ぐ』技術では、液体食品をより確実に注げるよ
う、内容物の粘度や注出量に応じた形状の水切りを
研究されています。注出流量を調節することができ、
しかも液切れの良いキャップを開発して、注ぎやすい
だけでなく、液だれせず容器をいつもきれいに保つ
ことができる商品を開発しておられます。
　『分ける』技術では、内容物の品質を維持するた
めの密封性や開封の簡便性に加え、使用後のキャッ
プの破棄まで考慮した分別性が求められるそうで、
商品シール部分をビンやボトルから簡単に外して分
離できる商品を開発しておられます。

【 製品開発の追求 】
　今後も国内外のお客様のニーズに応え続けるため
には、キャップから容器全体の製品設計・開発技術
の向上に加え、量産技術も飛躍的に高めていく必要
性があるそうで、今後は、最先端の金型・射出成形・
検査技術を取り入れ、独自要素技術との融合の中、
さらに安定かつ効率的な量産体制の確立を目指さ
れるそうです。
　また、包装容器の機能性に加え、お客様の食卓や

生活のワンシーンにアートな息吹を吹き込み、お客
様の満足と笑顔を戴けるデザイン性の向上にも力を
注ぎ、高い機能性と意匠性を兼ね備えたパッケージ
をプロデュースすべく、さらに付加価値の高い商品や
需要創造型商品の開発に取り組んでおられます。

【 今後の展望 】
　三笠産業㈱の“液体を止める”技術は、この奈良の
地で木工呑口の製造から始まり、今日では“液体を包
む”トータルパッケージ技術として広く国内で発展しま
した。時代の移り変わりとともに、木材からプラス
チックへの素材の変化、栓からキャップ・ボトル・ス
パウトへの容器の変化、酒から醤油や酢など食品調
味料全般への内容物の変化がみられてきました。さ
らに昨今は、少子高齢化や核家族の増加、海外の
包装メーカーによる市場参入もあり、求められる包装
容器自体の在り方も変化するなど、多様かつ、迅速
な対応が求められているそうです。

【 健康増進、健康経営推進 】
　三笠産業㈱における「健康」とは、事業を推進す
るため、また従業員の皆さんが充実した生活を送る
ための必須の要件として、健康増進を重要な課題と
して位置付けておられます。皆さんが心身ともに健康
に働ければ、職場の活力が増し、生産性が向上する
等の効果が生まれ、組織の活性にもつながるとのこ
とで、皆さんの健康管理を経営的な視点で考え、戦
略的に実践する「健康経営」の実現にまで進めたい
と考えておられます。
　また、そのために、経済産業省と産業界が連携し
て進めている施策「健康経営優良法人認定制度」の
認定取得にも取り組まれるそうです。

　最後に、三笠産業㈱は、現在、第2の創業期を迎
えておられ、今後とも引き続き、世の中の変化に柔軟
に対応し、お客様のご満足感を獲得できる企業であ
り続けるため、これまで以上に新たなビジョンを持っ
て、次世代のフィールドへと挑戦されておられます。

〒635-0817　奈良県北葛城郡広陵町寺戸27番地
http://www.mikasa-ind.co.jp/

　旧
年
中
は
、
森
本
協
会
長
並
び
に
鍜
治

田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
は
じ
め
、
役

員
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
税
務
行
政
の

適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深

い
御
理
解
と
格
別
の
御
支
援
、
御
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　昨
年
は
、
葛
城
納
税
協
会
創
立
70
周
年

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　皆
様
方
と
は
、
昨
年
７
月
の
着
任
以
降
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
橿
原
で
の一
日
税
務
署
長
等

体
験
、
納
税
表
彰
式
、
大
和
高
田
魅
力
産

業
創
造
フ
ェ
ア
で
の
広
報
活
動
な
ど
、
様
々

な
行
事
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
行
事
を
通
じ
ま
し
て
、
皆
様

方
の
税
務
行
政
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
、

税
知
識
の
普
及
や
適
正
申
告
の
推
進
、
納

税
道
義
の
高
揚
に
向
け
た
事
業
活
動
に
深

く
感
じ
入
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　今
後
と
も
、
引
き
続
き
税
務
行
政
全
般

に
わ
た
り
ま
し
て
、
御
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
間
も
な
く
平
成
30
年
分
の
所
得

税
等
の
確
定
申
告
期
を
迎
え
ま
す
。

　例
年
、
確
定
申
告
期
に
お
き
ま
し
て
は
、

会
員
の
皆
様
方
に
申
告
書
作
成
会
場
の
運

営
等
、
様
々
な
面
で
御
協
力
を
賜
って
お
り

ま
す
。

　こ
う
し
た
皆
様
方
の
真
摯
な
取
組
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平

成
30
年
分
の
確
定
申
告
期
に
お
き
ま
し
て

も
、
よ
り
一層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　本
年
１
月
か
ら
は
、ｅ-

Ｔａｘ
利
用
の
簡
便

化
と
し
て
、Ｉ
Ｄ・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
利
用
し
た

電
子
申
告
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
納
税
に

つい
て
は
、
一部
の
コ
ン
ビ
ニ
で
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

利
用
し
た
納
付
手
続
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
方
は
も
と
よ
り
、
お
知

り
合
い
の
方
々
に
も
、
是
非
と
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
）
を
利
用
し
た
申

告
を
お
勧
め
い
た
だ
く
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
本
年
10
月
か
ら
、
消
費
税
率
の

10
％
へ
の
引
上
げ
及
び
軽
減
税
率
制
度
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
葛
城
税
務
署
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
軽
減
税
率
制
度
の
円
滑
な
実

施
に
向
け
て
、
事
業
者
の
皆
様
に
制
度
の

内
容
を
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
自
ら

適
正
な
申
告
・
納
付
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
着
実
な
制
度
の
周
知
・
広
報
や
丁

寧
な
相
談
対
応
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
よ
り
一
層
の
御
支
援
と
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
新
し
い
年
が

公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会
並
び
に
葛

城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
に
と
っ
て
更
な

る
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
こ
と
、
そ
し
て
会

員
の
皆
様
方
の
御
事
業
の
御
繁
栄
並
び
に

御
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　平
成
31
年
の
年
頭
に
当
た
り
ま
し
て
、
謹

ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。（税務署提供）
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第
二
部

　
記
念
式
典

　場
所
を「
橿
原
神
宮
会
館
」に
移
し
、午
後
５
時
か
ら
、

管
内
官
公
庁
並
び
に
関
係
諸
団
体
の
ご
来
賓
を
多
数
お

招
き
し
て
、
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　開
式
後
、
葛
城
納
税
協
会
創
立
70
周
年
の
過
去
を
振

り
返
る
映
像
が
流
れ
、
創
立
以
降
の
歩
み
や
、
歴
代
協

会
長
の
写
真
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
式
典
は
式

次
第
に
沿
っ
て
進
行
さ
れ
、
森
本
協
会
長
が
式
辞
を
述

べ
ら
れ
た
後
、
大
阪
国
税
局 

徴
収
部
長 

丸
之
内 

陽
一

様
、
葛
城
税
務
署
長 

平
島 

芳
章 

様
、
大
和
高
田
市
長 

吉
田 

誠
克 

様
、
公
益
財
団
法
人 

納
税
協
会
連
合
会 

常
任
副
会
長 

新
木 

敏
克 

様
、
並
び
に
近
畿
税
理
士
会 

葛
城
支
部
長 

長
谷
川 

博
章 

様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
後
、
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
方
の
ご
紹
介
と
と
も

に
、
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

　そ
の
後
、「
公
益
財
団
法
人 

納
税
協
会
連
合
会 

会
長

感
謝
状
」
並
び
に
「
公
益
社
団
法
人 

葛
城
納
税
協
会 

会
長
感
謝
状
」
の
贈
呈
が
行
わ
れ
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

栄
え
あ
る
受
彰
者
は
次
の
皆
様
方
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
公
益
財
団
法
人
納
税
協
会
連
合
会 

会
長
感
謝
状 

受
彰
者
】

　公
益
社
団
法
人 

葛
城
納
税
協
会

　公
益
社
団
法
人 

葛
城
納
税
協
会

　森
本 

俊
一 

殿

【
公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会 

会
長
感
謝
状 

受
彰
者
】

　
《
功
労
者
》

　
　大
和
高
田
支
部 

鈴
木

　勝
士 

殿

　
　橿
原
支
部 

髙
瀬

　泰
嗣 

殿

　
　御
所
支
部 

飯
田

　清
嗣 

殿

　
　御
所
支
部 

杉
村

　雅
史 

殿

　
　五
條
支
部 

川
村

　淳
嘉 

殿

　
　北
葛
北
支
部 

松
井

　義
明 

殿

　
　北
葛
南
支
部 

池
木

　啓
仁 

殿

　
　高
市
支
部 

細
井

　保
宏 

殿

　
　高
市
支
部 

長
谷
川
博
章 

殿

　
《
特
別
功
労
者
》

　
　大
和
高
田
支
部 

嶋
田

　陽
弘 

殿

　
　大
和
高
田
支
部 

岡
本

　吉
行 

殿

　
　橿
原
支
部 

岸
田

　守
弘 

殿

葛城納税協会　創立７０周年記念事業葛城納税協会　創立７０周年記念事業

第
一
部

　
記
念
講
演
会

　平
成
30
年
10
月
11
日（
木
）午
後
２
時
30
分
か
ら
、「
か

し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル
（
ロ
マ
ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
）」
に

於
い
て
、
元
大
阪
府
知
事
・
前
大
阪
市
長
の
橋
下
徹
氏

を
講
師
に
お
招
き
し
、「
橋
下
徹
の
一
刀
両
断
！
時
局

を
斬
る
」
と
題
し
ま
し
て
、
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　当
日
は
、
開
演
前
か
ら
長
い
行
列
が
で
き
た
ほ
か
、

ご
講
演
は
、
演
題
の
と
お
り
時
局
を
一
刀
両
断
さ
れ
る

な
ど
、
終
始
、
参
加
者
を
引
き
付
け
る
話
題
で
、
大
変

ご
好
評
の
講
演
会
で
し
た
。

　
　橿
原
支
部 

古
市

　
　潔 

殿

　
　御
所
支
部 

山
下

　幸
則 

殿

　
　五
條
支
部 

田
原

　清
孝 

殿

　
　北
葛
北
支
部 

森
近

　
　勝 

殿

　
　北
葛
南
支
部 

一
ノ
坪
久
浩 

殿

　
　高
市
支
部 

湯
川

　康
治 

殿

　受
彰
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
活
躍

と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、葛
城
納
税
協
会
創
立
70
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、記
念
事
業
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

3

nouzeidayori   katsuragi



第
二
部

　
記
念
式
典

　場
所
を「
橿
原
神
宮
会
館
」に
移
し
、午
後
５
時
か
ら
、

管
内
官
公
庁
並
び
に
関
係
諸
団
体
の
ご
来
賓
を
多
数
お

招
き
し
て
、
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　開
式
後
、
葛
城
納
税
協
会
創
立
70
周
年
の
過
去
を
振

り
返
る
映
像
が
流
れ
、
創
立
以
降
の
歩
み
や
、
歴
代
協

会
長
の
写
真
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
式
典
は
式

次
第
に
沿
っ
て
進
行
さ
れ
、
森
本
協
会
長
が
式
辞
を
述

べ
ら
れ
た
後
、
大
阪
国
税
局 

徴
収
部
長 

丸
之
内 

陽
一

様
、
葛
城
税
務
署
長 

平
島 

芳
章 

様
、
大
和
高
田
市
長 

吉
田 

誠
克 

様
、
公
益
財
団
法
人 

納
税
協
会
連
合
会 

常
任
副
会
長 

新
木 

敏
克 

様
、
並
び
に
近
畿
税
理
士
会 

葛
城
支
部
長 

長
谷
川 

博
章 

様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
後
、
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
方
の
ご
紹
介
と
と
も

に
、
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

　そ
の
後
、「
公
益
財
団
法
人 

納
税
協
会
連
合
会 

会
長

感
謝
状
」
並
び
に
「
公
益
社
団
法
人 

葛
城
納
税
協
会 

会
長
感
謝
状
」
の
贈
呈
が
行
わ
れ
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

栄
え
あ
る
受
彰
者
は
次
の
皆
様
方
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
公
益
財
団
法
人
納
税
協
会
連
合
会 

会
長
感
謝
状 

受
彰
者
】

　公
益
社
団
法
人 

葛
城
納
税
協
会

　公
益
社
団
法
人 

葛
城
納
税
協
会

　森
本 

俊
一 

殿

【
公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会 

会
長
感
謝
状 

受
彰
者
】

　
《
功
労
者
》

　
　大
和
高
田
支
部 

鈴
木

　勝
士 

殿

　
　橿
原
支
部 

髙
瀬

　泰
嗣 

殿

　
　御
所
支
部 

飯
田

　清
嗣 

殿

　
　御
所
支
部 

杉
村

　雅
史 

殿

　
　五
條
支
部 

川
村

　淳
嘉 

殿

　
　北
葛
北
支
部 

松
井

　義
明 

殿

　
　北
葛
南
支
部 

池
木

　啓
仁 

殿

　
　高
市
支
部 

細
井

　保
宏 

殿

　
　高
市
支
部 

長
谷
川
博
章 

殿

　
《
特
別
功
労
者
》

　
　大
和
高
田
支
部 

嶋
田

　陽
弘 

殿

　
　大
和
高
田
支
部 

岡
本

　吉
行 

殿

　
　橿
原
支
部 

岸
田

　守
弘 

殿

　
　橿
原
支
部 

古
市

　
　潔 

殿

　
　御
所
支
部 

山
下

　幸
則 

殿

　
　五
條
支
部 

田
原

　清
孝 

殿

　
　北
葛
北
支
部 

森
近

　
　勝 

殿

　
　北
葛
南
支
部 

一
ノ
坪
久
浩 

殿

　
　高
市
支
部 

湯
川

　康
治 

殿

　受
彰
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
活
躍

と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
三
部

　
記
念
祝
賀
会

　場
所
を
「
橿
原
神
宮
養
正
殿
」
移
し
、
午
後
６
時
30

分
か
ら
、
管
内
官
公
庁
並
び
に
関
係
諸
団
体
の
ご
来
賓

を
多
数
お
招
き
し
て
、
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　祝

賀
会
場
入
口
に
は
管
内
酒
造
会
社
10
社
の
飾
樽
が

飾
ら
れ
、
お
祝
い
ム
ー
ド
の
中
、「
和
太
鼓
・
笑
」
に

よ
る
大
小
様
々
な
和
太
鼓
の
生
演
奏
が
始
ま
り
、
最
初

の
静
か
な
演
奏
か
ら
徐
々
に
力
強
く
会
場
全
体
が
震
え

る
ほ
ど
の
演
奏
に
変
わ
り
、
出
席
者
の
皆
様
方
を
鼓
舞

さ
せ
る
か
の
よ
う
な
演
奏
で
大
変
ご
好
評
で
し
た
。

　続
い
て
、
河
村
副
会
長
よ
り
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
い
た
後
、
法
被
姿
と
な
っ
た
主
来
賓
の
皆
様
方
と

主
催
者
に
よ
る
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
出
席
者
の
皆
様
方

に
祝
杯
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　祝
賀
会
は
創
立
以
来
の
話
題
に
花
が
咲
く
な
ど
、
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
鍜
治
田
副
会
長
よ
り
中
締

め
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
後
、
盛
会
裡
に
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

第
二
部

　
記
念
式
典

　場
所
を「
橿
原
神
宮
会
館
」に
移
し
、午
後
５
時
か
ら
、

管
内
官
公
庁
並
び
に
関
係
諸
団
体
の
ご
来
賓
を
多
数
お

招
き
し
て
、
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　開
式
後
、
葛
城
納
税
協
会
創
立
70
周
年
の
過
去
を
振

り
返
る
映
像
が
流
れ
、
創
立
以
降
の
歩
み
や
、
歴
代
協

会
長
の
写
真
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
式
典
は
式

次
第
に
沿
っ
て
進
行
さ
れ
、
森
本
協
会
長
が
式
辞
を
述

べ
ら
れ
た
後
、
大
阪
国
税
局 

徴
収
部
長 

丸
之
内 

陽
一

様
、
葛
城
税
務
署
長 

平
島 

芳
章 

様
、
大
和
高
田
市
長 

吉
田 

誠
克 

様
、
公
益
財
団
法
人 

納
税
協
会
連
合
会 

常
任
副
会
長 

新
木 

敏
克 

様
、
並
び
に
近
畿
税
理
士
会 

葛
城
支
部
長 

長
谷
川 

博
章 

様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
後
、
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
方
の
ご
紹
介
と
と
も

に
、
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

　そ
の
後
、「
公
益
財
団
法
人 

納
税
協
会
連
合
会 

会
長

感
謝
状
」
並
び
に
「
公
益
社
団
法
人 

葛
城
納
税
協
会 

会
長
感
謝
状
」
の
贈
呈
が
行
わ
れ
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

栄
え
あ
る
受
彰
者
は
次
の
皆
様
方
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
公
益
財
団
法
人
納
税
協
会
連
合
会 

会
長
感
謝
状 

受
彰
者
】

　公
益
社
団
法
人 

葛
城
納
税
協
会

　公
益
社
団
法
人 

葛
城
納
税
協
会

　森
本 

俊
一 

殿

【
公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会 

会
長
感
謝
状 

受
彰
者
】

　
《
功
労
者
》

　
　大
和
高
田
支
部 

鈴
木

　勝
士 

殿

　
　橿
原
支
部 

髙
瀬

　泰
嗣 

殿

　
　御
所
支
部 

飯
田

　清
嗣 

殿

　
　御
所
支
部 

杉
村

　雅
史 

殿

　
　五
條
支
部 

川
村

　淳
嘉 

殿

　
　北
葛
北
支
部 

松
井

　義
明 

殿

　
　北
葛
南
支
部 
池
木

　啓
仁 

殿

　
　高
市
支
部 
細
井

　保
宏 

殿

　
　高
市
支
部 

長
谷
川
博
章 

殿

　
《
特
別
功
労
者
》

　
　大
和
高
田
支
部 

嶋
田

　陽
弘 
殿

　
　大
和
高
田
支
部 

岡
本

　吉
行 

殿

　
　橿
原
支
部 

岸
田

　守
弘 

殿

　
　橿
原
支
部 

古
市

　
　潔 

殿

　
　御
所
支
部 

山
下

　幸
則 

殿

　
　五
條
支
部 

田
原

　清
孝 

殿

　
　北
葛
北
支
部 

森
近

　
　勝 

殿

　
　北
葛
南
支
部 

一
ノ
坪
久
浩 

殿

　
　高
市
支
部 

湯
川

　康
治 

殿

　受
彰
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
活
躍

と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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平成30年度 納税表彰式並びに感謝状贈呈式平成30年度 納税表彰式並びに感謝状贈呈式

　菊
花
薫
る
11
月
13
日
（
火
）、「
橿
原
神
宮
養
正
殿
」

に
於
い
て
、
平
成
30
年
度
納
税
表
彰
式
が
、
葛
城
税
務

署
、
公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会
並
び
に
葛
城
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
管
内
官
公
庁
並

び
に
関
係
諸
団
体
の
ご
来
賓
を
多
数
お
招
き
し
て
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　受
彰
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
は
、
多
年
に
わ
た
り
適
正

な
申
告
と
納
税
を
続
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会

に
お
け
る
正
し
い
税
知
識
の
普
及
と
納
税
道
義
の
高
揚

に
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
運

営
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
、

国
税
庁
長
官
表
彰
及
び
大
阪
国
税
局
長
表
彰
の
ご
披
露

並
び
に
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
会
長
感
謝
状
の

伝
達
が
併
せ
て
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
全
国
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
と
国
税
庁
が
共
催
に
よ
り
実
施
し
て
い
る

本
年
度
の
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
募
集
に

お
い
て
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞
を
受
彰

さ
れ
た
奈
良
県
立
青
翔
中
学
校
３
年
生
の
大
家
衣
濃
理

さ
ん
に
作
品
の
朗
読
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　栄
え
あ
る
受
彰
者
は
次
の
皆
様
方
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

○
葛
城
税
務
署
長
表
彰 
受
彰
者

 

赤
井

　佐
太
郎 
葛
城
納
税
協
会
青
色
申
告
部
会 

理
事

 

島

　
　光
晴 

葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

監
事

 

宮
嵜

　充
弘 

葛
城
納
税
協
会 
理
事

 

𠮷𠮷
𠮷𠮷

　彰
𠮷𠮷 

葛
城
納
税
協
会 
理
事

○
公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会
長
表
彰 

受
彰
者

 

今
西

　三
次 

葛
城
納
税
協
会 

会
員

 

上
杉

　幸
作 

葛
城
納
税
協
会 

理
事

 

北
村

　和
久 

葛
城
納
税
協
会 

代
議
員

 

田
中

　俊
男 

葛
城
納
税
協
会 

代
議
員

 

當
麻

　和
重 

葛
城
納
税
協
会 

理
事

 

中
林

　孝
仁 

葛
城
納
税
協
会
青
年
部
会 

副
部
会
長

 

森
井

　義
雄 

葛
城
納
税
協
会 

代
議
員

 

山
口

　重
美 

葛
城
納
税
協
会 

代
議
員

○
葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
表
彰 

受
彰
者

 

中
村

　佳
郎 

葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

理
事

 

吉
野

　元
康 

葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

監
事

○
国
税
庁
長
官
表
彰 

受
彰
者

 

森
本

　俊
一 

葛
城
納
税
協
会 

会
長

○
大
阪
国
税
局
長
表
彰 

受
彰
者

 

湯
𠮷𠮷

　康
𠮷𠮷 

葛
城
納
税
協
会 

常
任
理
事

○
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長
感
謝
状 

受
彰
者

 

𠮷𠮷
田

　芳
寛 

葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

理
事

　受
彰
者
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
活

躍
と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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○
高
取
町
長
賞

 

高
取
町
立 

高
取
中
学
校 

上
田

　初
芽

 

　題
名
﹇
税
金
か
ら
考
え
る
社
会
﹈

○
明
日
香
村
長
賞

 

明
日
香
村
立 

聖
徳
中
学
校 

松
本

　悠
聖

 

　題
名
﹇
税
に
つ
い
て
﹈

○
上
牧
町
長
賞

 

上
牧
町
立 

上
牧
第
二
中
学
校 

山
口

　実
莉

 

　題
名
﹇
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
税
と
は
﹈

○
王
寺
町
長
賞

 

王
寺
町
立 

王
寺
中
学
校 

岡
本

　佳
音

 

　題
名
﹇
人
々
と
税
と
の
関
わ
り
﹈

○
広
陵
町
長
賞

 

広
陵
町
立 

広
陵
中
学
校 

吉
田

　好
花

 

　題
名
﹇
あ
な
た
も
寄
附
金
で
ふ
る
さ
と
に
光
を
﹈

○
河
合
町
長
賞

 

学
校
法
人
西
大
和
学
園 

西
大
和
学
園
中
学
校

 
 

 

市
橋

　結
唯

 

　題
名
﹇
私
た
ち
国
民
が
す
べ
き
こ
と
﹈

○
近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部 

支
部
長
賞

 

五
條
市
立 

野
原
中
学
校 

木
村

　翔
叶

 

　題
名
﹇「
税
に
つ
い
て
思
う
事
」﹈

　ま
た
、
中
学
生
の
『
税
に
つ
い
て
の
作
文
』
事
業
の

趣
旨
を
十
分
に
理
解
さ
れ
、
次
代
を
担
う
中
学
生
に
対

す
る
租
税
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
、
今
後
更
な
る
租

税
教
育
へ
の
取
組
が
大
い
に
期
待
で
き
る
中
学
校
に
対

し
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

○
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

会
長
感
謝
状

 

五
條
市
立

　五
條
西
中
学
校

 

香
芝
市
立

　香
芝
西
中
学
校

○
葛
城
税
務
署 

署
長
感
謝
状
（
租
税
教
育
推
進
校
）

 

葛
城
市
立

　白
鳳
中
学
校

　去
る
十
二
月
五
日
（
水
）、「
橿
原
神
宮
養
正
殿
」
に

於
い
て
、
平
成
三
十
年
度 

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
表
彰
式
が
、
葛
城
税
務
署
並
び
に
葛
城
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
事
業
は
、
中
学

生
が
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

が
昭
和
四
十
二
年
か
ら
租
税
教
育
推
進
事
業
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
で
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
国
税

庁
と
の
共
催
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
年
度
で
五

十
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　本
年
度
は
、
管
内
の
中
学
校
三
十
三
校
か
ら
、
三
千

二
百
十
九
編
の
応
募
が
あ
り
、
作
品
に
は
「
私
達
が
社

会
生
活
を
営
む
上
で
税
金
の
大
切
さ
や
使
わ
れ
方
に
関

心
を
持
つ
事
が
重
要
」
な
ど
、
税
を
正
し
く
理
解
し
よ

う
と
す
る
意
欲
が
伝
わ
る
内
容
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
、

税
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
が
伺
え
ま
し
た
。
栄
え
あ
る

受
彰
者
は
次
の
皆
様
方
で
す
。   

　（敬
称
略
・
順
不
同
）

○
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

優
秀
賞

 

奈
良
県
立 

青
翔
中
学
校 

大
家

　衣
濃
理

 

　題
名
﹇
ふ
る
さ
と
納
税
が
く
れ
た
ぬ
く
も
り
﹈

○
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会 

会
長
賞

 

奈
良
県
立 

青
翔
中
学
校 

大
家

　衣
穂
理

 

　題
名
﹇
夢
を
か
な
え
る
税
﹈

○
奈
良
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会 
会
長
賞

 

香
芝
市
立 

香
芝
西
中
学
校 
中
島

　結
菜

 

　題
名
﹇
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
税
金
﹈

 

明
日
香
村
立 

聖
徳
中
学
校 

松
川

　優
衣

 

　題
名
﹇
税
金
の
お
か
げ
で…

﹈

 

王
寺
町
立 

王
寺
南
中
学
校 

柏
原

　史
希

 

　題
名
﹇
未
来
の
た
め
に
﹈

 

大
和
高
田
市
立 

高
田
中
学
校 

森
本

　和
乃

 

　題
名
﹇
税
は
私
達
の
き
ぼ
う
﹈

 

広
陵
町
立 

真
美
ケ
丘
中
学
校 

田
中

　真
衣

 

　題
名
﹇
豊
か
な
未
来
へ
﹈

 

高
取
町
立 

高
取
中
学
校 

植
山

　望
逢

 

　題
名
﹇
税
金
が
あ
る
こ
と
で
﹈

○
奈
良
県
知
事
賞

 

香
芝
市
立 

香
芝
北
中
学
校 

大
西

　陽

 

　題
名
﹇
西
日
本
豪
雨
﹈

○
葛
城
税
務
署
長
賞

 

御
所
市
立
葛
上
中
学
校 

米
田

　結
香

 

　題
名
﹇「
税
金
の
大
切
さ
」﹈

 

広
陵
町
立 

真
美
ケ
丘
中
学
校 

桝
本

　亮

 

　題
名
﹇
国
力
を
支
え
る
税
﹈

○
葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

会
長
賞

 

五
條
市
立 

五
條
東
中
学
校 

阪
上

　友
莉

 

　題
名
﹇
税
金
の
大
切
さ
﹈

 

広
陵
町
立 

真
美
ケ
丘
中
学
校 

永
嶋

　里
帆

 

　題
名
﹇
暮
ら
し
を
支
え
る
税
金
﹈

 

葛
城
市
立 

白
鳳
中
学
校 

小
河

　佳
史

 

　題
名
﹇
自
然
災
害
と
税
﹈

 

葛
城
市
立 

新
庄
中
学
校 

松
岡

　大
佑

 

　題
名
﹇
未
来
を
つ
く
る
税
﹈

 

御
所
市
立 

葛
中
学
校 

綿
舎

　真
美

 

　題
名
﹇
税
金
が
支
え
て
い
る
﹈

○
葛
城
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協
議
会 

会
長
賞

 

学
校
法
人
西
大
和
学
園 

西
大
和
学
園
中
学
校

 
 

 

大
西

　勇
仁
郎

 

　題
名
﹇
税
の
使
い
方
﹈

○
公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会 

会
長
賞

 

橿
原
市
立 

白
橿
中
学
校 

中
岡

　良
太

 

　題
名
﹇
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
税
金
﹈

 

大
和
高
田
市
立 

高
田
西
中
学
校 

近
藤

　優
衣

 

　題
名
﹇
税
金
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
﹈

 

上
牧
町
立 

上
牧
第
二
中
学
校 

森
口

　寛
子

 

　題
名
﹇
学
校
と
税
金
の
関
係
﹈

○
大
和
高
田
市
長
賞

 

大
和
高
田
市
立 

高
田
中
学
校 

今
井

　晴
菜

 

　題
名
﹇「
納
税
と
は
」﹈

○
橿
原
市
長
賞

 

橿
原
市
立 

八
木
中
学
校 

有
村

　美
緒

 

　題
名
﹇「
税
金
」
っ
て
何
で
す
か
？
﹈

○
五
條
市
長
賞

 

学
校
法
人
智
辯
学
園 

智
辯
学
園
中
学
校

 
 

 

辰
巳

　梓
乃

 

　題
名
﹇
税
の
大
切
さ
﹈

○
御
所
市
長
賞

 

御
所
市
立 
大
正
中
学
校 

松
下

　陽
菜

 

　題
名
﹇
私
達
が
払
っ
て
い
る
税
金
﹈

○
香
芝
市
長
賞

 

香
芝
市
立 

香
芝
北
中
学
校 

藤
本

　優
安

 

　題
名
﹇
祖
父
の
病
気
か
ら
学
ん
だ
こ
と
﹈

○
葛
城
市
長
賞

 

葛
城
市
立 

白
鳳
中
学
校 

池
嶋

　春
香

 

　題
名
﹇
”
社
会
保
障
“と
”
税
金
“﹈
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○
高
取
町
長
賞

 

高
取
町
立 

高
取
中
学
校 

上
田

　初
芽

 

　題
名
﹇
税
金
か
ら
考
え
る
社
会
﹈

○
明
日
香
村
長
賞

 

明
日
香
村
立 

聖
徳
中
学
校 

松
本

　悠
聖

 

　題
名
﹇
税
に
つ
い
て
﹈

○
上
牧
町
長
賞

 

上
牧
町
立 

上
牧
第
二
中
学
校 

山
口

　実
莉

 

　題
名
﹇
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
税
と
は
﹈

○
王
寺
町
長
賞

 

王
寺
町
立 

王
寺
中
学
校 

岡
本

　佳
音

 

　題
名
﹇
人
々
と
税
と
の
関
わ
り
﹈

○
広
陵
町
長
賞

 
広
陵
町
立 

広
陵
中
学
校 

吉
田

　好
花

 
　題
名
﹇
あ
な
た
も
寄
附
金
で
ふ
る
さ
と
に
光
を
﹈

○
河
合
町
長
賞

 

学
校
法
人
西
大
和
学
園 

西
大
和
学
園
中
学
校

 
 

 

市
橋

　結
唯

 

　題
名
﹇
私
た
ち
国
民
が
す
べ
き
こ
と
﹈

○
近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部 
支
部
長
賞

 

五
條
市
立 

野
原
中
学
校 
木
村

　翔
叶

 

　題
名
﹇「
税
に
つ
い
て
思
う
事
」﹈

　ま
た
、
中
学
生
の
『
税
に
つ
い
て
の
作
文
』
事
業
の

趣
旨
を
十
分
に
理
解
さ
れ
、
次
代
を
担
う
中
学
生
に
対

す
る
租
税
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
、
今
後
更
な
る
租

税
教
育
へ
の
取
組
が
大
い
に
期
待
で
き
る
中
学
校
に
対

し
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

○
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

会
長
感
謝
状

 

五
條
市
立

　五
條
西
中
学
校

 

香
芝
市
立

　香
芝
西
中
学
校

○
葛
城
税
務
署 

署
長
感
謝
状
（
租
税
教
育
推
進
校
）

 

葛
城
市
立

　白
鳳
中
学
校

　去
る
十
二
月
五
日
（
水
）、「
橿
原
神
宮
養
正
殿
」
に

於
い
て
、
平
成
三
十
年
度 

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
表
彰
式
が
、
葛
城
税
務
署
並
び
に
葛
城
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
事
業
は
、
中
学

生
が
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

が
昭
和
四
十
二
年
か
ら
租
税
教
育
推
進
事
業
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
で
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
国
税

庁
と
の
共
催
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
年
度
で
五

十
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　本
年
度
は
、
管
内
の
中
学
校
三
十
三
校
か
ら
、
三
千

二
百
十
九
編
の
応
募
が
あ
り
、
作
品
に
は
「
私
達
が
社

会
生
活
を
営
む
上
で
税
金
の
大
切
さ
や
使
わ
れ
方
に
関

心
を
持
つ
事
が
重
要
」
な
ど
、
税
を
正
し
く
理
解
し
よ

う
と
す
る
意
欲
が
伝
わ
る
内
容
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
、

税
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
が
伺
え
ま
し
た
。
栄
え
あ
る

受
彰
者
は
次
の
皆
様
方
で
す
。   

　（敬
称
略
・
順
不
同
）

○
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

優
秀
賞

 

奈
良
県
立 

青
翔
中
学
校 

大
家

　衣
濃
理

 

　題
名
﹇
ふ
る
さ
と
納
税
が
く
れ
た
ぬ
く
も
り
﹈

○
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会 

会
長
賞

 

奈
良
県
立 

青
翔
中
学
校 

大
家

　衣
穂
理

 

　題
名
﹇
夢
を
か
な
え
る
税
﹈

○
奈
良
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会 

会
長
賞

 

香
芝
市
立 

香
芝
西
中
学
校 

中
島

　結
菜

 

　題
名
﹇
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
税
金
﹈

 

明
日
香
村
立 

聖
徳
中
学
校 

松
川

　優
衣

 

　題
名
﹇
税
金
の
お
か
げ
で…

﹈

 

王
寺
町
立 

王
寺
南
中
学
校 

柏
原

　史
希

 

　題
名
﹇
未
来
の
た
め
に
﹈

 

大
和
高
田
市
立 

高
田
中
学
校 

森
本

　和
乃

 

　題
名
﹇
税
は
私
達
の
き
ぼ
う
﹈

 

広
陵
町
立 

真
美
ケ
丘
中
学
校 

田
中

　真
衣

 

　題
名
﹇
豊
か
な
未
来
へ
﹈

 

高
取
町
立 

高
取
中
学
校 

植
山

　望
逢

 

　題
名
﹇
税
金
が
あ
る
こ
と
で
﹈

○
奈
良
県
知
事
賞

 

香
芝
市
立 

香
芝
北
中
学
校 

大
西

　陽

 

　題
名
﹇
西
日
本
豪
雨
﹈

○
葛
城
税
務
署
長
賞

 

御
所
市
立
葛
上
中
学
校 

米
田

　結
香

 

　題
名
﹇「
税
金
の
大
切
さ
」﹈

 

広
陵
町
立 

真
美
ケ
丘
中
学
校 

桝
本

　亮

 

　題
名
﹇
国
力
を
支
え
る
税
﹈

○
葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

会
長
賞

 

五
條
市
立 
五
條
東
中
学
校 

阪
上

　友
莉

 

　題
名
﹇
税
金
の
大
切
さ
﹈

 

広
陵
町
立 
真
美
ケ
丘
中
学
校 

永
嶋

　里
帆

 

　題
名
﹇
暮
ら
し
を
支
え
る
税
金
﹈

 

葛
城
市
立 

白
鳳
中
学
校 

小
河

　佳
史

 

　題
名
﹇
自
然
災
害
と
税
﹈

 

葛
城
市
立 

新
庄
中
学
校 
松
岡

　大
佑

 

　題
名
﹇
未
来
を
つ
く
る
税
﹈

 

御
所
市
立 

葛
中
学
校 
綿
舎

　真
美

 

　題
名
﹇
税
金
が
支
え
て
い
る
﹈

○
葛
城
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協
議
会 

会
長
賞

 

学
校
法
人
西
大
和
学
園 

西
大
和
学
園
中
学
校

 
 

 

大
西

　勇
仁
郎

 

　題
名
﹇
税
の
使
い
方
﹈

○
公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会 

会
長
賞

 
橿
原
市
立 

白
橿
中
学
校 

中
岡

　良
太

 
　題
名
﹇
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
税
金
﹈

 

大
和
高
田
市
立 

高
田
西
中
学
校 

近
藤

　優
衣

 

　題
名
﹇
税
金
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
﹈

 

上
牧
町
立 

上
牧
第
二
中
学
校 

森
口

　寛
子

 

　題
名
﹇
学
校
と
税
金
の
関
係
﹈

○
大
和
高
田
市
長
賞

 

大
和
高
田
市
立 

高
田
中
学
校 
今
井

　晴
菜

 

　題
名
﹇「
納
税
と
は
」﹈

○
橿
原
市
長
賞

 

橿
原
市
立 

八
木
中
学
校 

有
村

　美
緒

 

　題
名
﹇「
税
金
」
っ
て
何
で
す
か
？
﹈

○
五
條
市
長
賞

 

学
校
法
人
智
辯
学
園 

智
辯
学
園
中
学
校

 
 

 

辰
巳

　梓
乃

 

　題
名
﹇
税
の
大
切
さ
﹈

○
御
所
市
長
賞

 

御
所
市
立 

大
正
中
学
校 

松
下

　陽
菜

 

　題
名
﹇
私
達
が
払
っ
て
い
る
税
金
﹈

○
香
芝
市
長
賞

 

香
芝
市
立 

香
芝
北
中
学
校 

藤
本

　優
安

 

　題
名
﹇
祖
父
の
病
気
か
ら
学
ん
だ
こ
と
﹈

○
葛
城
市
長
賞

 

葛
城
市
立 

白
鳳
中
学
校 

池
嶋

　春
香

 

　題
名
﹇
”
社
会
保
障
“と
”
税
金
“﹈
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○
高
取
町
長
賞

 

高
取
町
立 

高
取
中
学
校 

上
田

　初
芽

 

　題
名
﹇
税
金
か
ら
考
え
る
社
会
﹈

○
明
日
香
村
長
賞

 

明
日
香
村
立 

聖
徳
中
学
校 

松
本

　悠
聖

 

　題
名
﹇
税
に
つ
い
て
﹈

○
上
牧
町
長
賞

 

上
牧
町
立 

上
牧
第
二
中
学
校 

山
口

　実
莉

 

　題
名
﹇
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
税
と
は
﹈

○
王
寺
町
長
賞

 

王
寺
町
立 

王
寺
中
学
校 

岡
本

　佳
音

 

　題
名
﹇
人
々
と
税
と
の
関
わ
り
﹈

○
広
陵
町
長
賞

 

広
陵
町
立 

広
陵
中
学
校 

吉
田

　好
花

 

　題
名
﹇
あ
な
た
も
寄
附
金
で
ふ
る
さ
と
に
光
を
﹈

○
河
合
町
長
賞

 

学
校
法
人
西
大
和
学
園 

西
大
和
学
園
中
学
校

 
 

 

市
橋

　結
唯

 

　題
名
﹇
私
た
ち
国
民
が
す
べ
き
こ
と
﹈

○
近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部 

支
部
長
賞

 

五
條
市
立 

野
原
中
学
校 

木
村

　翔
叶

 

　題
名
﹇「
税
に
つ
い
て
思
う
事
」﹈

　ま
た
、
中
学
生
の
『
税
に
つ
い
て
の
作
文
』
事
業
の

趣
旨
を
十
分
に
理
解
さ
れ
、
次
代
を
担
う
中
学
生
に
対

す
る
租
税
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
、
今
後
更
な
る
租

税
教
育
へ
の
取
組
が
大
い
に
期
待
で
き
る
中
学
校
に
対

し
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

○
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

会
長
感
謝
状

 

五
條
市
立

　五
條
西
中
学
校

 

香
芝
市
立

　香
芝
西
中
学
校

○
葛
城
税
務
署 

署
長
感
謝
状
（
租
税
教
育
推
進
校
）

 

葛
城
市
立

　白
鳳
中
学
校

　去
る
十
二
月
五
日
（
水
）、「
橿
原
神
宮
養
正
殿
」
に

於
い
て
、
平
成
三
十
年
度 

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
表
彰
式
が
、
葛
城
税
務
署
並
び
に
葛
城
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
事
業
は
、
中
学

生
が
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

が
昭
和
四
十
二
年
か
ら
租
税
教
育
推
進
事
業
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
で
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
国
税

庁
と
の
共
催
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
年
度
で
五

十
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　本
年
度
は
、
管
内
の
中
学
校
三
十
三
校
か
ら
、
三
千

二
百
十
九
編
の
応
募
が
あ
り
、
作
品
に
は
「
私
達
が
社

会
生
活
を
営
む
上
で
税
金
の
大
切
さ
や
使
わ
れ
方
に
関

心
を
持
つ
事
が
重
要
」
な
ど
、
税
を
正
し
く
理
解
し
よ

う
と
す
る
意
欲
が
伝
わ
る
内
容
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
、

税
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
が
伺
え
ま
し
た
。
栄
え
あ
る

受
彰
者
は
次
の
皆
様
方
で
す
。   

　（敬
称
略
・
順
不
同
）

○
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

優
秀
賞

 

奈
良
県
立 

青
翔
中
学
校 

大
家

　衣
濃
理

 

　題
名
﹇
ふ
る
さ
と
納
税
が
く
れ
た
ぬ
く
も
り
﹈

○
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会 

会
長
賞

 

奈
良
県
立 

青
翔
中
学
校 

大
家

　衣
穂
理

 

　題
名
﹇
夢
を
か
な
え
る
税
﹈

○
奈
良
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会 

会
長
賞

 

香
芝
市
立 

香
芝
西
中
学
校 

中
島

　結
菜

 

　題
名
﹇
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
税
金
﹈

 

明
日
香
村
立 

聖
徳
中
学
校 

松
川

　優
衣

 

　題
名
﹇
税
金
の
お
か
げ
で…

﹈

 

王
寺
町
立 

王
寺
南
中
学
校 

柏
原

　史
希

 

　題
名
﹇
未
来
の
た
め
に
﹈

 

大
和
高
田
市
立 

高
田
中
学
校 

森
本

　和
乃

 

　題
名
﹇
税
は
私
達
の
き
ぼ
う
﹈

 

広
陵
町
立 

真
美
ケ
丘
中
学
校 

田
中

　真
衣

 

　題
名
﹇
豊
か
な
未
来
へ
﹈

 

高
取
町
立 

高
取
中
学
校 

植
山

　望
逢

 

　題
名
﹇
税
金
が
あ
る
こ
と
で
﹈

○
奈
良
県
知
事
賞

 

香
芝
市
立 

香
芝
北
中
学
校 

大
西

　陽

 

　題
名
﹇
西
日
本
豪
雨
﹈

○
葛
城
税
務
署
長
賞

 

御
所
市
立
葛
上
中
学
校 

米
田

　結
香

 

　題
名
﹇「
税
金
の
大
切
さ
」﹈

 

広
陵
町
立 

真
美
ケ
丘
中
学
校 

桝
本

　亮

 

　題
名
﹇
国
力
を
支
え
る
税
﹈

○
葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

会
長
賞

 

五
條
市
立 

五
條
東
中
学
校 

阪
上

　友
莉

 

　題
名
﹇
税
金
の
大
切
さ
﹈

 

広
陵
町
立 

真
美
ケ
丘
中
学
校 

永
嶋

　里
帆

 

　題
名
﹇
暮
ら
し
を
支
え
る
税
金
﹈

 

葛
城
市
立 

白
鳳
中
学
校 

小
河

　佳
史

 

　題
名
﹇
自
然
災
害
と
税
﹈

 

葛
城
市
立 

新
庄
中
学
校 

松
岡

　大
佑

 

　題
名
﹇
未
来
を
つ
く
る
税
﹈

 

御
所
市
立 

葛
中
学
校 

綿
舎

　真
美

 

　題
名
﹇
税
金
が
支
え
て
い
る
﹈

○
葛
城
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協
議
会 

会
長
賞

 

学
校
法
人
西
大
和
学
園 

西
大
和
学
園
中
学
校

 
 

 

大
西

　勇
仁
郎

 

　題
名
﹇
税
の
使
い
方
﹈

　受
賞
作
品
の
中
か
ら
、
本
年
度
の
最
優
秀
作
品
を
掲

載
い
た
し
ま
し
た
。

【
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

優
秀
賞
】

 

青
翔
中
学
校

　第
三
学
年

　
　大
家

　衣
濃
理

 

　ふ
る
さ
と
納
税
が
く
れ
た
ぬ
く
も
り

　こ
の
夏
、
父
に
一
通
の
暑
中
見
舞
の
葉
書
が
届
い
た
。

差
出
人
は
、
昨
年
父
が
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
自
治
体

だ
っ
た
。
葉
書
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
と
そ
の

市
の
近
況
が
写
真
入
り
で
書
か
れ
て
い
た
。

　そ
し
て
、
最
後
に
「
ぜ
ひ
一
度
、
お
越
し
下
さ
い
。」

と
い
う
一
文
が
あ
っ
た
。
実
は
そ
の
自
治
体
に
ふ
る
さ

と
納
税
を
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
は
私
で
、
ま
る
で
遠

い
親
せ
き
か
ら
も
ら
っ
た
葉
書
の
よ
う
な
気
が
し
て
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

　昨
年
、
父
か
ら
「
ふ
る
さ
と
納
税
し
よ
う
と
思
う
ん

だ
け
ど
、
ど
の
自
治
体
に
い
く
ら
納
税
す
る
か
、
決
め

て
良
い
よ
。
た
だ
し
、
合
計
金
額
が
○
○
円
以
内
に
な

る
よ
う
に
。
そ
れ
か
ら
、
ど
う
し
て
そ
う
決
め
た
の
か
、

お
父
さ
ん
に
説
明
し
な
さ
い
。」
と
言
わ
れ
た
。

　妹
と
私
は
う
れ
し
く
な
っ
て
、
早
速
ふ
る
さ
と
納
税

の
サ
イ
ト
を
閲
覧
し
た
。
ス
イ
ー
ツ
好
き
の
私
た
ち
は
、

お
礼
の
品
だ
け
を
見
て
、
自
治
体
ご
自
慢
の
ス
イ
ー
ツ

を
あ
れ
こ
れ
選
び
、
合
計
金
額
の
上
限
に
合
わ
せ
た
。

　父
に
「
決
め
た
よ
。
こ
れ
と
こ
れ
と
こ
れ
と…

。」

と
伝
え
る
と
、
父
は
渋
い
顔
を
し
て
「
ど
う
し
て
、
そ

れ
を
選
ん
だ
？
」
と
私
た
ち
に
た
ず
ね
た
。「
お
礼
の

品
の
ス
イ
ー
ツ
が
お
い
し
そ
う
だ
か
ら
。」
と
私
た
ち

が
答
え
る
と
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
だ
め
だ
な
。
で
も
、
何

も
知
識
が
な
い
状
態
で
選
べ
ば
そ
れ
も
仕
方
な
い
。
次

は
ど
の
自
治
体
が
今
ど
う
い
う
状
態
で
、
自
治
体
の
ど

う
い
う
と
こ
ろ
を
応
援
し
た
い
か
考
え
て
決
め
な
さ

い
。
も
ち
ろ
ん
、
お
礼
の
品
の
こ
と
も
含
め
て
考
え
て

い
い
よ
。」
と
言
わ
れ
た
。
私
た
ち
は
さ
っ
き
よ
り
何

倍
も
の
時
間
を
か
け
て
考
え
て
、
決
め
た
。

　ま
ず
自
分
の
住
ん
で
い
る
市
、
そ
し
て
通
学
し
て
い

る
市
、
そ
の
年
に
台
風
の
被
害
に
襲
わ
れ
た
市
、
農
業

に
改
革
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
市
、
そ
し
て
一
番
気

に
な
る
ス
イ
ー
ツ
の
店
が
所
在
す
る
市
を
選
ん
だ
。

　次
に
、
納
め
た
税
が
ど
ん
な
風
に
使
っ
て
欲
し
い
の

か
、
各
自
治
体
の
選
択
肢
か
ら
選
ん
だ
。
私
の
住
む
市

は
そ
の
年
、
川
の
氾
（
は
ん
）
ら
ん
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
修
復
と
今
後
の
対
策
の
た
め
に
、
そ
し
て
通
学
し

て
い
る
市
は
私
た
ち
や
友
達
が
安
全
に
通
学
で
き
る
環

境
を
整
備
し
て
も
ら
う
よ
う
に…

な
ど
。
一
つ
一
つ
父

に
プ
レ
ゼ
ン
し
た
。
父
は
少
し
手
直
し
は
し
た
が
、
大

半
は
私
た
ち
の
意
見
を
尊
重
し
て
く
れ
た
。

　当
た
り
前
だ
が
、
税
金
の
使
い
道
は
思
い
つ
き
や
自

分
の
好
み
だ
け
で
決
め
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
改
め
て

学
べ
た
。
自
分
だ
け
で
な
く
誰
か
の
幸
せ
を
願
っ
て
使

う
の
が
税
金
だ
と
認
識
で
き
、
と
て
も
温
か
い
気
持
ち

に
な
っ
た
。

　父
は
、
届
い
た
葉
書
を
私
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

く
れ
た
。
い
つ
か
こ
の
市
に
行
っ
て
、
私
た
ち
が
決
め

た
ふ
る
さ
と
納
税
で
、
ど
ん
な
風
に
変
わ
っ
た
の
か
見

て
み
た
い
。

　そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
視
野
を
広
げ
、
ふ
る
さ

と
納
税
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
税
金
に
つ
い
て
学
び
、

社
会
に
反
映
で
き
る
納
税
者
に
な
り
た
い
。

○
公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会 

会
長
賞

 

橿
原
市
立 

白
橿
中
学
校 

中
岡

　良
太

 

　題
名
﹇
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
税
金
﹈

 

大
和
高
田
市
立 

高
田
西
中
学
校 

近
藤

　優
衣

 

　題
名
﹇
税
金
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
﹈

 

上
牧
町
立 

上
牧
第
二
中
学
校 

森
口

　寛
子

 

　題
名
﹇
学
校
と
税
金
の
関
係
﹈

○
大
和
高
田
市
長
賞

 

大
和
高
田
市
立 

高
田
中
学
校 

今
井

　晴
菜

 

　題
名
﹇「
納
税
と
は
」﹈

○
橿
原
市
長
賞

 

橿
原
市
立 

八
木
中
学
校 

有
村

　美
緒

 

　題
名
﹇「
税
金
」
っ
て
何
で
す
か
？
﹈

○
五
條
市
長
賞

 

学
校
法
人
智
辯
学
園 

智
辯
学
園
中
学
校

 
 

 

辰
巳

　梓
乃

 

　題
名
﹇
税
の
大
切
さ
﹈

○
御
所
市
長
賞

 

御
所
市
立 

大
正
中
学
校 

松
下

　陽
菜

 

　題
名
﹇
私
達
が
払
っ
て
い
る
税
金
﹈

○
香
芝
市
長
賞

 

香
芝
市
立 

香
芝
北
中
学
校 

藤
本

　優
安

 

　題
名
﹇
祖
父
の
病
気
か
ら
学
ん
だ
こ
と
﹈

○
葛
城
市
長
賞

 

葛
城
市
立 

白
鳳
中
学
校 

池
嶋

　春
香

 

　題
名
﹇
”
社
会
保
障
“と
”
税
金
“﹈
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［
葛
城
納
税
協
会
事
業
報
告
］

◇
第
12
回
常
任
理
事
会

　
平
成
30
年
9
月
6
日
（
木
）
午
前
11
時
か
ら
、「
葛
城
納
税
協
会

1
階
会
議
室
」
に
於
い
て
、
ご
来
賓
に
平
島
葛
城
税
務
署
長
並
び

に
筆
頭
幹
部
の
皆
様
を
お
招
き
し
て
、
常
任
理
事
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
第
一
号
議
案
「
各
支
部
別
役
員
会
並
び
に
総
会
（
研
修
会
）
の

開
催
日
程
等
の
件
」、
第
二
号
議
案
「
平
成
30
年
度
納
税
協
会
長
表

彰
贈
呈
の
件
」、
第
三
号
議
案
「
創
立
70
周
年
記
念
式
典
に
お
け
る

功
労
者
並
び
に
特
別
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
の
件
」
に
つ
い
て
慎
重

審
議
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
事
務
局
か
ら
、「
葛
城
納
税
協
会
創
立
70
周
年
記
念
事

業
の
件
」
と
「
税
の
相
談
日
増
設
の
件
」
に
つ
い
て
報
告
し
た
後
、

平
島
葛
城
税
務
署
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
て
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

◇
一
日
税
務
署
長
等
委
嘱

　
平
成
30
年
9
月
6
日
（
木
）
午
前
9
時
か
ら
、「
葛
城
税
務
署
」

に
於
い
て
、
大
和
高
田
市
の
高
田
西
中
学
校
の
２
年
生
３
名
に
よ

る
職
場
体
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
1
時
か
ら
、「
一
日
葛
城
税
務
署
長
」、「
一
日
葛
城

納
税
協
会
長
」
及
び
「
一
日
葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
」
の

委
嘱
状
の
交
付
式
が
行
わ
れ
、
終
始
、
緊
張
し
た
雰
囲
気
の
中
、

名
刺
交
換
や
記
念
撮
影
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
橿
原
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
イ
オ
ン
モ
ー

ル
橿
原
」
に
場
所
を
移
し
、
税
の
広
報
活
動
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
さ
ん
に
と
っ
て
は
心
強
い
お
手
伝
い
と
し
て
、
ゆ

る
キ
ャ
ラ
の
「
マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
」、「
イ
ー
タ
君
」、「
せ
ん
と
く
ん
」

の
参
加
も
あ
り
、
用
意
し
た
広
報
物
を
全
て
配
り
終
え
る
な
ど
活

躍
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
当
日
は
奈
良
新
聞
社
か
ら
の

取
材
も
あ
り
、
注
目
度
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

◇
三
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
平
成
30
年
10
月
4
日
（
木
）
午
前
11
時
か
ら
、「
納
税
協
会
連
合

会
研
修
セ
ン
タ
ー
」
に
於
い
て
、「
滋
賀
・
和
歌
山
・
奈
良
」
の
三

県
の
専
務
理
事
が
一
堂
に
集
ま
り
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
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◇
各
支
部
役
員
会

　
平
成
30
年
10
月
2
日
（
火
）
開
催
の
御
所
支
部
役
員
会
を
皮
切

り
に
、
各
支
部
役
員
会
が
順
次
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
状
の
会
員
状
況
が
報
告
さ
れ
た
後
、
会
員
拡
大
月
間
と
銘
打
っ

て
、
新
設
法
人
名
簿
や
未
加
入
法
人
名
簿
に
基
づ
い
て
、
会
員
拡

大
に
向
け
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　「
御
所
支
部
役
員
会
」

　
　
日
時
：
10
月
2
日
（
火
）
午
後
5
時
30
分
～

　
　
場
所
：
夢
宗
庵
　
御
所
店

　「
橿
原
支
部
役
員
会
」

　
　
日
時
：
10
月
9
日
（
火
）
午
後
4
時
30
分
～

　
　
場
所
：
橿
原
観
光
ホ
テ
ル

　「
高
市
支
部
役
員
会
」

　
　
日
時
：
10
月
12
日
（
火
）
午
後
6
時
～

　
　
場
所
：
橿
原
観
光
ホ
テ
ル

　「
大
和
高
田
支
部
役
員
会
」

　
　
日
時
：
10
月
19
日
（
金
）
午
後
5
時
～

　
　
場
所
：
割
烹
ふ
た
か
み

　「
北
葛
南
支
部
役
員
会
」

　
　
日
時
：
10
月
22
日
（
月
）
午
後
5
時
30
分
～

　
　
場
所
：
割
烹
ふ
た
か
み

　「
五
條
支
部
役
員
会
」

　
　
日
時
：
11
月
1
日
（
木
）
午
後
6
時
～

　
　
場
所
：
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

　「
北
葛
北
支
部
役
員
会
」

　
　
日
時
：
11
月
8
日
（
木
）
午
後
5
時
～

　
　
場
所
：
割
烹
ふ
た
か
み

◇
各
支
部
総
会
（
年
末
研
修
会
）

　
平
成
30
年
11
月
19
日（
月
）開
催
の
御
所
支
部
総
会
を
皮
切
り
に
、

各
支
部
総
会
（
年
末
研
修
会
）
が
順
次
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
支
部
役
員
会
で
協
議
さ
れ
た
会
員
拡
大
策
の
実
施
結
果
報
告

等
の
後
、
葛
城
税
務
署
の
平
島
署
長
に
よ
る
研
修
会
（
講
演
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
御
所
支
部
総
会
」

　
　
日
時
：
11
月
19
日
（
月
）
午
後
5
時
30
分
～

　
　
場
所
：
夢
宗
庵
　
御
所
店
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　「
橿
原
支
部
総
会
」

　
　
日
時
：
11
月
27
日
（
火
）
午
後
5
時
～

　
　
場
所
：
橿
原
観
光
ホ
テ
ル

　「
北
葛
南
支
部
総
会
」

　
　
日
時
：
11
月
30
日
（
金
）
午
後
5
時
30
分
～

　
　
場
所
：
割
烹
ふ
た
か
み

　「
高
市
支
部
年
末
研
修
会
」

　
　
日
時
：
12
月
6
日
（
木
）
午
後
6
時
～

　
　
場
所
：
福
壽
館

　「
大
和
高
田
支
部
総
会
」

　
　
日
時
：
12
月
11
日
（
火
）
午
後
5
時
～

　
　
場
所
：
ヴ
ェ
ル
デ
辻
甚

　「
北
葛
北
支
部
総
会
」

　
　
日
時
：
12
月
12
日
（
水
）
午
後
5
時
～

　
　
場
所
：
割
烹
ふ
た
か
み

　「
五
條
支
部
総
会
」

　
　
日
時
：
12
月
14
日
（
金
）
午
後
6
時
～

　
　
場
所
：
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

《
福
祉
制
度
委
員
会
》

◇
奈
良
県
下
4
納
税
協
会
事
務
局
研
修
会

　
平
成
30
年
8
月
28
日
（
火
）
午
後
6
時
か
ら
、「T

H
E 

K
A

SH
IH

A
RA

」
に
於
い
て
、
奈
良
県
下
4
納
税
協
会
の
専
務
理

事
と
事
務
局
職
員
を
対
象
と
し
て
、
福
祉
制
度
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
各
納
税
協
会
が
推
進
し
て
い
る
福
祉
制
度
に
関
し
て
、
福
祉
制

度
受
託
会
社
か
ら
、
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
の
説
明
や
、
平

成
30
年
度
福
祉
制
度
推
進
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◇
第
2
回
福
祉
制
度
委
員
会

　
平
成
30
年
9
月
20
日
（
木
）
午
後
6
時
か
ら
、「
割
烹
ふ
た
か
み
」

に
於
い
て
、
第
2
回
福
祉
制
度
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
29
年
度
福
祉
制
度
推
進
結
果
等
に
つ
い
て
、
福
祉
制
度
受
託
会

社
か
ら
報
告
を
受
け
た
ほ
か
、
平
成
30
年
度
福
祉
制
度
推
進
目
標

や
組
織
拡
大
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
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［
各
部
会
事
業
　
概
要
］

《
調
査
部
法
人
部
会
・
葛
城
法
友
会
》

◇
調
査
部
法
人
部
会
・
葛
城
法
友
会
合
同
管
外
視
察
研
修

　
平
成
30
年
8
月
9
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
か
ら
、「
調
査
部
法

人
部
会
」
と
「
葛
城
法
友
会
」
合
同
の
管
外
視
察
研
修
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
滋
賀
県
の
「
㈱
ダ
イ
フ
ク
滋
賀
事
業
所
」

と
「
㈱
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
彦
根
工
場
」
の
施
設
見
学
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
㈱
ダ
イ
フ
ク
滋
賀
事
業
所
で
は
、
倉
庫
を
模
し
た

棚
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
商
品
の
入
出
庫
や
選
別
の
実
演
等
の
見

学
、
㈱
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
彦
根
工
場
で
は
、
商
品
が
出
来
る
ま
で
の

工
程
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
大
変
有
意
義
な
研
修

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇
第
8
回
奈
良
県
下
優
良
申
告
法
人
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
平
成
30
年
10
月
26
日
（
金
）
午
前
8
時
7
分
か
ら
、「
秋
津
原
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
」
に
於
い
て
、
奈
良
県
下
の
優
良
申
告
法
人
会
親
睦

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
少
し
汗
ば
む
気
候
の
中
、
奈
良
県
下

か
ら
総
勢
26
名
（
７
組
）
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

当
日
は
、
驚
き
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
る
な
ど
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
後
の
交
流
会
と
表
彰
式
で
は
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
親
睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
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《
青
色
申
告
部
会
・
葛
城
優
青
会
》

◇
合
同
管
外
視
察
研
修

　
平
成
30
年
10
月
17
日
（
水
）
午
前
8
時
30
分
か
ら
、「
青
色
申
告
部

会
」
と「
葛
城
優
青
会
」
合
同
の
管
外
視
察
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
京
都
市
の
「
三
菱
自
動
車
工
業
㈱
京
都
製
作
所
」

と
「
月
桂
冠
㈱
大
倉
記
念
館
」
の
施
設
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
三
菱
自
動
車
工
業
㈱
京
都
製
作
所
」
で
は
、
車
両
用
部

品
の
加
工
や
エ
ン
ジ
ン
が
出
来
る
ま
で
の
工
程
等
の
見
学
、「
月
桂

冠
㈱
大
倉
記
念
館
」
で
は
、
お
酒
が
出
来
る
ま
で
の
工
程
を
詳
し

く
説
明
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
大
変
有
意
義
な
研
修
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昼
食
時
に
は
、
元
葛
城
税
務
署
長
の
吉
村
政
勝
税
理
士

先
生
に
、「
相
続
税
対
策
と
調
停
制
度
」
に
つ
い
て
研
修
を
い
た
だ

い
た
ほ
か
、
バ
ス
車
中
内
で
の
税
金
ク
イ
ズ
も
大
変
盛
況
で
し
た
。

《
資
産
税
部
会
》

◇
研
修
会
（
講
演
会
）

　
平
成
30
年
11
月
6
日（
火
）午
後
4
時
か
ら
、「
橿
原
神
宮
養
正
殿
」

に
於
い
て
、
葛
城
税
務
署
の
資
産
課
税
第
1
部
門
統
括
官
並
び
に

近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部
の
税
理
士
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、

研
修
会
（
講
演
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
１
部
研
修
会
】

　
テ
ー
マ
　「
あ
な
た
の
家
族
は
モ
メ
な
い
と
言
い
切
れ
ま
す
か
？
」

　
　
　
　
　
　（
相
続
税
対
策
と
相
続
（
争
族
）
対
策
に
つ
い
て
）

　
講
　
師
　
葛
城
税
務
署 

資
産
課
税
第
1
部
門
統
括
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
原 

耕
治 

氏

【
第
２
部
講
演
会
】

　
テ
ー
マ
　「
巷
で
噂
の
相
続
税
対
策
の
落
と
し
穴
」

　
講
　
師
　
近
畿
税
理
士
会 

葛
城
支
部
　 

出 

川
　
洋 

氏
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◇
資
産
税
・
消
費
税
研
修
会
（
講
演
会
）

　
平
成
30
年
11
月
28
日
（
水
）
午
後
1
時
30
分
か
ら
、「
か
し
は
ら

万
葉
ホ
ー
ル
」
に
於
い
て
、
葛
城
税
務
署
の
資
産
課
税
第
1
部
門

統
括
官
及
び
法
人
課
税
第
1
部
門
統
括
官
並
び
に
近
畿
税
理
士
会

葛
城
支
部
の
税
理
士
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
資
産
税
・
消

費
税
研
修
会
（
講
演
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
新
た
な
試
み
と
し
て
、
会
員
・
非
会
員
を
問
わ
ず
広

く
一
般
納
税
者
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
、
公
益
性
の
高
い
研
修
会

等
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

【
第
１
部
　
資
産
税
研
修
会
】

　
テ
ー
マ
　「
知
ら
な
か
っ
た
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
！
相
続
税

　
　
　
　
　
　
法
の
改
正
と
贈
与
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
」

　
講
　
師
　
葛
城
税
務
署 

資
産
課
税
第
1
部
門
統
括
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
原 
耕
治 

氏

【
第
２
部
　
資
産
税
講
演
会
】

　
テ
ー
マ
　「
炎
上
し
な
い
相
続
！
」

　
講
　
師
　
近
畿
税
理
士
会 

葛
城
支
部
　 

吉
田 

廣
彰 

氏

【
消
費
税
研
修
会
】

　
テ
ー
マ
　「
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
っ
て
何
？
」

　
講
　
師
　
葛
城
税
務
署 

法
人
課
税
第
1
部
門
統
括
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
原 

輝
尚 

氏

《
青
年
部
会
》

◇
厚
生
部
会
幹
事
会

　
　
日
時
：
8
月
21
日
（
火
）
午
後
6
時
30
分
～

　
　
場
所
：
割
烹
佐
藤

◇
役
員
会

　
　
日
時
：
8
月
30
日
（
木
）
午
後
7
時
～

　
　
場
所
：
割
烹
佐
藤

◇
役
員
会

　
　
日
時
：
9
月
13
日
（
木
）
午
後
6
時
30
分
～

　
　
場
所
：
橿
原
オ
ー
ク
ホ
テ
ル

◇
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　
日
時
：
9
月
15
日
（
土
）
午
前
8
時
28
分
～

　
　
場
所
：
秋
津
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

◇
租
税
教
室
講
師
育
成
研
修

　
平
成
30
年
9
月
19
日
（
水
）

午
後
1
時
30
分
か
ら
、「
葛
城
納

税
協
会
2
階
会
議
室
」
に
於
い

て
、
租
税
教
室
講
師
育
成
研
修

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◇
研
修
部
会
幹
事
会

　
　
日
時
：
10
月
2
日
（
火
）
午
後
7
時
～

　
　
場
所
：
ふ
う
ふ
う
や

◇
第
3
回
奈
良
県
下
青
年
部
会
企
業
見
学
会
・
交
流
会

　
平
成
30
年
11
月
2
日
（
金
）
午
後
1
時
30
分
か
ら
、
三
和
澱
粉

工
業
㈱
と
大
和
ガ
ス
㈱
を
見
学
先
と
し
て
、
第
3
回
奈
良
県
下
青

年
部
会
企
業
見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
和
澱
粉
工
業
㈱
で
は
、
原
料
の
搬
入
か
ら
澱
粉
や
澱
粉
加
工

品
、
糖
化
製
品
の
製
造
工
程
等
の
見
学
ほ
か
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管

理
さ
れ
た
商
品
倉
庫
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
大
変
有
意

義
な
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
和
ガ
ス

㈱
に
移
動
し
て
、
開
催
中
の
ガ
ス
展
を
楽
し
く
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
和
ガ
ス
㈱
の
会
議
室
を
お
借
り
し
て
、
奈
良
県
青
年

部
会
連
絡
協
議
会
臨
時
役
員
会
が
開
催
さ
れ
、
来
年
度
開
催
さ
れ

る
「
青
年
の
集
い
奈
良
大
会
」
の
開
催
会
場
や
日
程
等
に
つ
い
て

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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そ
の
後
、場
所
を
移
動
し
て
、午
後
5
時
か
ら
、「
日
本
料
理
市
藤
」

に
於
い
て
、
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
流
会
１
部
で
は
、喜
多 

県
青
年
部
会
連
絡
協
議
会
副
会
長
（
葛

城
）
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
村
島 

県
青
年
部
会
連
絡
協
議
会
監

事
（
葛
城
）
か
ら
、「
青
年
の
集
い
奈
良
大
会
」
に
つ
い
て
概
要
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
交
流
会
2
部
で
は
、
塚
本 

県
青
年
部
会
連
絡
協
議
会
長
（
奈
良
）

か
ら
開
会
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
後
、
森
本 

県
青
年
部
会
連
絡

協
議
会
副
会
長
（
吉
野
）
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
交
流
会
が
開
会
し
、

来
年
度
の「
青
年
の
集
い
奈
良
大
会
」の
話
題
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、

河
村 

県
青
年
部
会
連
絡
協
議
会
副
会
長
（
桜
井
）
か
ら
中
締
め
の

ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
盛
会
裡
の
中
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

◇
第
11
回
「
納
税
協
会
青
年
の
集
い
」
和
歌
山
大
会

　
　
日
時
： 

平
成
30
年
11
月
21
日
（
水
） 

午
後
1
時
30
分
～

　
　
場
所
：
和
歌
山
県
民
文
化
会
館

◇
租
税
教
室
（
各
小
学
校
）

　
　
日
時
：
平
成
30
年
12
月
13
日
（
木
）
午
前
9
時
45
分
～

　
　
場
所
：
秋
津
小
学
校

［
説
明
会
・
研
修
会
の
開
催
］

◇
経
理
担
当
者
の
税
務
実
務
研
修
会
・
消
費
税
説
明
会

　
平
成
30
年
8
月
28
日
（
火
）
午
後

1
時
30
分
か
ら
、「
葛
城
納
税
協
会
2

階
会
議
室
」
に
於
い
て
、
葛
城
税
務

署
と
の
共
催
に
よ
り
、
経
理
担
当
者

の
皆
様
を
対
象
と
し
た
税
務
実
務
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
葛
城
税
務
署
の
担
当
職
員
か
ら
、

「
源
泉
徴
収
の
し
か
た
」
や
「
平
成
30

年
度
の
法
人
税
関
係
の
主
な
改
正
点
」

の
ほ
か
、
併
せ
て
消
費
税
軽
減
税
率

制
度
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

◇
新
設
法
人
説
明
会
・
消
費
税
説
明
会

　
平
成
30
年
9
月
11
日
（
火
）
午
後

1
時
30
分
か
ら
、「
葛
城
納
税
協
会
2

階
会
議
室
」
に
於
い
て
、
葛
城
税
務

署
と
の
共
催
に
よ
り
、
平
成
29
年
5

月
か
ら
平
成
30
年
4
月
の
間
に
新
設

さ
れ
た
法
人
を
対
象
と
し
た
新
設
法

人
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
葛
城
税
務
署
の
担
当
職
員
か
ら
、

納
付
手
続
き
や
源
泉
所
得
税
、
法
人

税
等
の
ほ
か
、
併
せ
て
消
費
税
軽
減

税
率
制
度
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

◇
記
帳
説
明
会
・
消
費
税
説
明
会

　
平
成
30
年
9
月
26
日
（
水
）
と
27

日
（
木
）
午
後
1
時
30
分
か
ら
、「
葛

城
納
税
協
会
2
階
会
議
室
」
に
於
い

て
、
葛
城
税
務
署
と
の
共
催
に
よ
り
、

一
般
納
税
者
の
皆
様
も
対
象
と
し
た

記
帳
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部
の
税
理

士
先
生
と
葛
城
税
務
署
の
担
当
職
員

か
ら
、
記
帳
の
し
か
た
等
の
ほ
か
、

併
せ
て
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
◇
改
正
法
人
税
法
等
説
明
会
・
消
費
税
説
明
会
　

　
平
成
30
年
10
月
18
日
（
木
）
午
後
1
時
30
分
か
ら
、「
奈
良
県
産

業
会
館
」
に
於
い
て
、
葛
城
税
務
署
と
の
共
催
に
よ
り
、
一
般
納

税
者
の
皆
様
も
対
象
と
し
た
改
正
法
人
税
法
等
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
葛
城
税
務
署
の
担
当
職
員
か
ら
、「
平
成
30
年
度 

法
人
税
法
関
係

の
改
正
」
の
ほ
か
、
併
せ
て
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
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◇
年
末
調
整
説
明
会
・
消
費
税
説
明
会

　
平
成
30
年
11
月
20
日
（
火
）
午
後
1
時
30
分
か
ら
、「
か
し
は
ら

万
葉
ホ
ー
ル
」
に
於
い
て
、
ま
た
、
平
成
30
年
11
月
22
日
（
木
）

午
後
1
時
30
分
か
ら
、「
奈
良
県
産
業
会
館
」
に
於
い
て
、
葛
城
税

務
署
と
の
共
催
に
よ
り
、
一
般
納
税
者
の
皆
様
も
対
象
と
し
た
年

末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
葛
城
税
務
署
の
担
当
職
員
か
ら
、
平
成
30
年
分
の
年
末
調
整
の

し
か
た
等
の
ほ
か
、
併
せ
て
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

◇
決
算
説
明
会
・
消
費
税
説
明
会

　
平
成
30
年
12
月
6
日
（
木
）

午
後
1
時
30
分
か
ら
、「
葛
城

納
税
協
会
2
階
会
議
室
」
に
於

い
て
、
葛
城
税
務
署
と
の
共
催

に
よ
り
決
算
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部
の

税
理
士
先
生
か
ら
決
算
の
仕
方

等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
後
、

併
せ
て
消
費
税
軽
減
税
率
制
度

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

［
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
］

◇
大
和
高
田
魅
力
産
業
創
造
フ
ェ
ア

　
平
成
30
年
11
月
10
日
（
土
）
と
11
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
、

「
奈
良
県
産
業
会
館
」
に
於
い
て
、
葛
城
税
務
署
、
葛
城
納
税
協
会
、

葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
及
び
近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部
の
共

催
に
よ
り
、
会
場
内
の
特
設
ブ
ー
ス
で
「
税
金
ク
イ
ズ
」
を
実
施

し
た
ほ
か
、
税
関
係
の
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布
し
て
税
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

［
葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
　
事
業
報
告
］

◇
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
第
二
次
選
考
会

　
平
成
30
年
9
月
14
日
（
金
）
午
後
1
時
30
分
か
ら
、「
葛
城
納
税

協
会
1
階
会
議
室
」
に
於
い
て
、
作
文
の
第
二
次
選
考
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
黒
田
葛
城
税
務
署
副
署
長
か
ら
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
後
、

上
野
管
理
運
営
第
1
部
門
統
括
官
か
ら
作
品
の
選
定
基
準
方
法
等

の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
、
第
一
次
選
考
を
経
た
55
作
品
を
10
段

階
評
価
し
て
、
奈
良
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
へ
の
上
申
作
品

の
選
考
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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○
高
取
町
長
賞

 

高
取
町
立 

高
取
中
学
校 

上
田

　初
芽

 

　題
名
﹇
税
金
か
ら
考
え
る
社
会
﹈

○
明
日
香
村
長
賞

 

明
日
香
村
立 

聖
徳
中
学
校 

松
本

　悠
聖

 

　題
名
﹇
税
に
つ
い
て
﹈

○
上
牧
町
長
賞

 
上
牧
町
立 

上
牧
第
二
中
学
校 

山
口

　実
莉

 

　題
名
﹇
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
税
と
は
﹈

○
王
寺
町
長
賞

 

王
寺
町
立 

王
寺
中
学
校 

岡
本

　佳
音

 

　題
名
﹇
人
々
と
税
と
の
関
わ
り
﹈

○
広
陵
町
長
賞

 

広
陵
町
立 

広
陵
中
学
校 
吉
田

　好
花

 

　題
名
﹇
あ
な
た
も
寄
附
金
で
ふ
る
さ
と
に
光
を
﹈

○
河
合
町
長
賞

 

学
校
法
人
西
大
和
学
園 

西
大
和
学
園
中
学
校

 
 

 

市
橋

　結
唯

 

　題
名
﹇
私
た
ち
国
民
が
す
べ
き
こ
と
﹈

○
近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部 

支
部
長
賞

 

五
條
市
立 

野
原
中
学
校 

木
村

　翔
叶

 

　題
名
﹇「
税
に
つ
い
て
思
う
事
」﹈

　ま
た
、
中
学
生
の
『
税
に
つ
い
て
の
作
文
』
事
業
の

趣
旨
を
十
分
に
理
解
さ
れ
、
次
代
を
担
う
中
学
生
に
対

す
る
租
税
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
、
今
後
更
な
る
租

税
教
育
へ
の
取
組
が
大
い
に
期
待
で
き
る
中
学
校
に
対

し
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

○
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

会
長
感
謝
状

 

五
條
市
立

　五
條
西
中
学
校

 

香
芝
市
立

　香
芝
西
中
学
校

○
葛
城
税
務
署 

署
長
感
謝
状
（
租
税
教
育
推
進
校
）

 

葛
城
市
立

　白
鳳
中
学
校

　去
る
十
二
月
五
日
（
水
）、「
橿
原
神
宮
養
正
殿
」
に

於
い
て
、
平
成
三
十
年
度 

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
表
彰
式
が
、
葛
城
税
務
署
並
び
に
葛
城
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
事
業
は
、
中
学

生
が
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

が
昭
和
四
十
二
年
か
ら
租
税
教
育
推
進
事
業
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
で
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
国
税

庁
と
の
共
催
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
年
度
で
五

十
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　本
年
度
は
、
管
内
の
中
学
校
三
十
三
校
か
ら
、
三
千

二
百
十
九
編
の
応
募
が
あ
り
、
作
品
に
は
「
私
達
が
社

会
生
活
を
営
む
上
で
税
金
の
大
切
さ
や
使
わ
れ
方
に
関

心
を
持
つ
事
が
重
要
」
な
ど
、
税
を
正
し
く
理
解
し
よ

う
と
す
る
意
欲
が
伝
わ
る
内
容
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
、

税
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
が
伺
え
ま
し
た
。
栄
え
あ
る

受
彰
者
は
次
の
皆
様
方
で
す
。   

　（敬
称
略
・
順
不
同
）

○
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

優
秀
賞

 

奈
良
県
立 

青
翔
中
学
校 

大
家

　衣
濃
理

 

　題
名
﹇
ふ
る
さ
と
納
税
が
く
れ
た
ぬ
く
も
り
﹈

○
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会 

会
長
賞

 

奈
良
県
立 

青
翔
中
学
校 

大
家

　衣
穂
理

 

　題
名
﹇
夢
を
か
な
え
る
税
﹈

○
奈
良
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会 

会
長
賞

 

香
芝
市
立 

香
芝
西
中
学
校 

中
島

　結
菜

 

　題
名
﹇
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
税
金
﹈

 

明
日
香
村
立 

聖
徳
中
学
校 

松
川

　優
衣

 

　題
名
﹇
税
金
の
お
か
げ
で…

﹈

 

王
寺
町
立 

王
寺
南
中
学
校 

柏
原

　史
希

 

　題
名
﹇
未
来
の
た
め
に
﹈

 

大
和
高
田
市
立 

高
田
中
学
校 

森
本

　和
乃

 

　題
名
﹇
税
は
私
達
の
き
ぼ
う
﹈

 

広
陵
町
立 

真
美
ケ
丘
中
学
校 

田
中

　真
衣

 

　題
名
﹇
豊
か
な
未
来
へ
﹈

 

高
取
町
立 

高
取
中
学
校 

植
山

　望
逢

 

　題
名
﹇
税
金
が
あ
る
こ
と
で
﹈

○
奈
良
県
知
事
賞

 
香
芝
市
立 

香
芝
北
中
学
校 

大
西

　陽

 

　題
名
﹇
西
日
本
豪
雨
﹈

○
葛
城
税
務
署
長
賞

 

御
所
市
立
葛
上
中
学
校 

米
田

　結
香

 

　題
名
﹇「
税
金
の
大
切
さ
」﹈

 

広
陵
町
立 

真
美
ケ
丘
中
学
校 

桝
本

　亮

 

　題
名
﹇
国
力
を
支
え
る
税
﹈

○
葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

会
長
賞

 

五
條
市
立 

五
條
東
中
学
校 

阪
上

　友
莉

 

　題
名
﹇
税
金
の
大
切
さ
﹈

 

広
陵
町
立 

真
美
ケ
丘
中
学
校 

永
嶋

　里
帆

 

　題
名
﹇
暮
ら
し
を
支
え
る
税
金
﹈

 

葛
城
市
立 

白
鳳
中
学
校 

小
河

　佳
史

 

　題
名
﹇
自
然
災
害
と
税
﹈

 

葛
城
市
立 

新
庄
中
学
校 

松
岡

　大
佑

 

　題
名
﹇
未
来
を
つ
く
る
税
﹈

 

御
所
市
立 

葛
中
学
校 

綿
舎

　真
美

 

　題
名
﹇
税
金
が
支
え
て
い
る
﹈

○
葛
城
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協
議
会 

会
長
賞

 

学
校
法
人
西
大
和
学
園 

西
大
和
学
園
中
学
校

 
 

 

大
西

　勇
仁
郎

 

　題
名
﹇
税
の
使
い
方
﹈

　受
賞
作
品
の
中
か
ら
、
本
年
度
の
最
優
秀
作
品
を
掲

載
い
た
し
ま
し
た
。

【
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

優
秀
賞
】

 

青
翔
中
学
校

　第
三
学
年

　
　大
家

　衣
濃
理

 

　ふ
る
さ
と
納
税
が
く
れ
た
ぬ
く
も
り

　こ
の
夏
、
父
に
一
通
の
暑
中
見
舞
の
葉
書
が
届
い
た
。

差
出
人
は
、
昨
年
父
が
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
自
治
体

だ
っ
た
。
葉
書
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
と
そ
の

市
の
近
況
が
写
真
入
り
で
書
か
れ
て
い
た
。

　そ
し
て
、
最
後
に
「
ぜ
ひ
一
度
、
お
越
し
下
さ
い
。」

と
い
う
一
文
が
あ
っ
た
。
実
は
そ
の
自
治
体
に
ふ
る
さ

と
納
税
を
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
は
私
で
、
ま
る
で
遠

い
親
せ
き
か
ら
も
ら
っ
た
葉
書
の
よ
う
な
気
が
し
て
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

　昨
年
、
父
か
ら
「
ふ
る
さ
と
納
税
し
よ
う
と
思
う
ん

だ
け
ど
、
ど
の
自
治
体
に
い
く
ら
納
税
す
る
か
、
決
め

て
良
い
よ
。
た
だ
し
、
合
計
金
額
が
○
○
円
以
内
に
な

る
よ
う
に
。
そ
れ
か
ら
、
ど
う
し
て
そ
う
決
め
た
の
か
、

お
父
さ
ん
に
説
明
し
な
さ
い
。」
と
言
わ
れ
た
。

　妹
と
私
は
う
れ
し
く
な
っ
て
、
早
速
ふ
る
さ
と
納
税

の
サ
イ
ト
を
閲
覧
し
た
。
ス
イ
ー
ツ
好
き
の
私
た
ち
は
、

お
礼
の
品
だ
け
を
見
て
、
自
治
体
ご
自
慢
の
ス
イ
ー
ツ

を
あ
れ
こ
れ
選
び
、
合
計
金
額
の
上
限
に
合
わ
せ
た
。

　父
に
「
決
め
た
よ
。
こ
れ
と
こ
れ
と
こ
れ
と…

。」

と
伝
え
る
と
、
父
は
渋
い
顔
を
し
て
「
ど
う
し
て
、
そ

れ
を
選
ん
だ
？
」
と
私
た
ち
に
た
ず
ね
た
。「
お
礼
の

品
の
ス
イ
ー
ツ
が
お
い
し
そ
う
だ
か
ら
。」
と
私
た
ち

が
答
え
る
と
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
だ
め
だ
な
。
で
も
、
何

も
知
識
が
な
い
状
態
で
選
べ
ば
そ
れ
も
仕
方
な
い
。
次

は
ど
の
自
治
体
が
今
ど
う
い
う
状
態
で
、
自
治
体
の
ど

う
い
う
と
こ
ろ
を
応
援
し
た
い
か
考
え
て
決
め
な
さ

い
。
も
ち
ろ
ん
、
お
礼
の
品
の
こ
と
も
含
め
て
考
え
て

い
い
よ
。」
と
言
わ
れ
た
。
私
た
ち
は
さ
っ
き
よ
り
何

倍
も
の
時
間
を
か
け
て
考
え
て
、
決
め
た
。

　ま
ず
自
分
の
住
ん
で
い
る
市
、
そ
し
て
通
学
し
て
い

る
市
、
そ
の
年
に
台
風
の
被
害
に
襲
わ
れ
た
市
、
農
業

に
改
革
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
市
、
そ
し
て
一
番
気

に
な
る
ス
イ
ー
ツ
の
店
が
所
在
す
る
市
を
選
ん
だ
。

　次
に
、
納
め
た
税
が
ど
ん
な
風
に
使
っ
て
欲
し
い
の

か
、
各
自
治
体
の
選
択
肢
か
ら
選
ん
だ
。
私
の
住
む
市

は
そ
の
年
、
川
の
氾
（
は
ん
）
ら
ん
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
修
復
と
今
後
の
対
策
の
た
め
に
、
そ
し
て
通
学
し

て
い
る
市
は
私
た
ち
や
友
達
が
安
全
に
通
学
で
き
る
環

境
を
整
備
し
て
も
ら
う
よ
う
に…

な
ど
。
一
つ
一
つ
父

に
プ
レ
ゼ
ン
し
た
。
父
は
少
し
手
直
し
は
し
た
が
、
大

半
は
私
た
ち
の
意
見
を
尊
重
し
て
く
れ
た
。

　当
た
り
前
だ
が
、
税
金
の
使
い
道
は
思
い
つ
き
や
自

分
の
好
み
だ
け
で
決
め
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
改
め
て

学
べ
た
。
自
分
だ
け
で
な
く
誰
か
の
幸
せ
を
願
っ
て
使

う
の
が
税
金
だ
と
認
識
で
き
、
と
て
も
温
か
い
気
持
ち

に
な
っ
た
。

　父
は
、
届
い
た
葉
書
を
私
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

く
れ
た
。
い
つ
か
こ
の
市
に
行
っ
て
、
私
た
ち
が
決
め

た
ふ
る
さ
と
納
税
で
、
ど
ん
な
風
に
変
わ
っ
た
の
か
見

て
み
た
い
。

　そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
視
野
を
広
げ
、
ふ
る
さ

と
納
税
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
税
金
に
つ
い
て
学
び
、

社
会
に
反
映
で
き
る
納
税
者
に
な
り
た
い
。

○
公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会 
会
長
賞

 

橿
原
市
立 

白
橿
中
学
校 
中
岡

　良
太

 

　題
名
﹇
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
税
金
﹈

 

大
和
高
田
市
立 

高
田
西
中
学
校 

近
藤

　優
衣

 

　題
名
﹇
税
金
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
﹈

 

上
牧
町
立 

上
牧
第
二
中
学
校 

森
口

　寛
子

 

　題
名
﹇
学
校
と
税
金
の
関
係
﹈

○
大
和
高
田
市
長
賞

 

大
和
高
田
市
立 

高
田
中
学
校 

今
井

　晴
菜

 

　題
名
﹇「
納
税
と
は
」﹈

○
橿
原
市
長
賞

 

橿
原
市
立 

八
木
中
学
校 

有
村

　美
緒

 

　題
名
﹇「
税
金
」
っ
て
何
で
す
か
？
﹈

○
五
條
市
長
賞

 

学
校
法
人
智
辯
学
園 

智
辯
学
園
中
学
校

 
 

 

辰
巳

　梓
乃

 

　題
名
﹇
税
の
大
切
さ
﹈

○
御
所
市
長
賞

 

御
所
市
立 

大
正
中
学
校 

松
下

　陽
菜

 

　題
名
﹇
私
達
が
払
っ
て
い
る
税
金
﹈

○
香
芝
市
長
賞

 

香
芝
市
立 

香
芝
北
中
学
校 

藤
本

　優
安

 

　題
名
﹇
祖
父
の
病
気
か
ら
学
ん
だ
こ
と
﹈

○
葛
城
市
長
賞

 

葛
城
市
立 

白
鳳
中
学
校 

池
嶋

　春
香

 

　題
名
﹇
”
社
会
保
障
“と
”
税
金
“﹈

◇
局
長
講
演
会
（
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
と
の
共
催
）

　
　
日
時
：
9
月
26
日
（
水
）
午
後
2
時
30
分
～

　
　
場
所
：
大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル

◇
臨
時
役
員
会

　
平
成
30
年
9
月
25
日
（
火
）
午
後
3
時
15
分
か
ら
、「
ヴ
ェ
ル
デ

辻
甚
」
に
於
い
て
、
ご
来
賓
に
平
島
葛
城
税
務
署
長
並
び
に
筆
頭

幹
部
を
お
招
き
し
て
、
臨
時
役
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
議
題
の
第
一
号
議
案
「
平
成
31
年
度
役
員
改
選
に
つ
い
て
」、
第

二
号
議
案
「
平
成
30
年
度
葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
表
彰

贈
呈
者
に
つ
い
て
」、
第
三
号
議
案
「
平
成
30
年
度
近
畿
納
税
貯
蓄

組
合
総
連
合
会
会
長
感
謝
状
贈
呈
者
に
つ
い
て
」
が
審
議
及
び
報

告
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
等
さ
れ
ま
し
た
。

◇
税
法
研
修
会

　
平
成
30
年
9
月
25
日
（
火
）
午
後
4
時
か
ら
、「
ヴ
ェ
ル
デ
辻
甚
」

に
於
い
て
、
葛
城
税
務
署
の
幹
部
を
講
師
と
し
て
、
税
法
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　　
講
　
師
：
葛
城
税
務
署
　
平
島 

芳
章 

署
長

　
テ
ー
マ
：「
税
務
署
誕
生
」

　　
講
　
師
：
葛
城
税
務
署
　
大
西 

惠
子 

筆
頭
副
署
長

　
テ
ー
マ
：「
平
成
30
年
度 

所
得
税
法
の
主
な
改
正
点
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　

　
講
　
師
：
葛
城
税
務
署
　
黒
田 

豊
　 

副
署
長

　
テ
ー
マ
：「
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
の
概
要
等
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　 「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
利
用
の
簡
便
化
（
Ｉ
Ｄ･

パ
ス
ワ
ー
ド

方
式
）
に
つ
い
て
」

◇
生
け
花
教
室
（
女
性
部
）

　
　
日
時
：
12
月
26
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～

　
　
場
所
：
葛
城
納
税
協
会
2
階
　
会
議
室

6月8日（土）～10日（月）
2019年

火2019年

25,000
相部屋希望で最終的に1名利用になった場合も上記の追加代金をお支払いいただきます。

第4回 NKメンバーズツアー第4回 NKメンバーズツアー

123,000 葛城納税協会 TEL.0745-22-6071
FAX.0745-52-8800
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【
今
後
の
事
業
予
定
】

○
第
13
回
常
任
理
事
会

　
　
日
　
時
：
平
成
31
年
1
月
18
日
（
金
）　
午
後
4
時
～

　
　
場
　
所
：
橿
原
観
光
ホ
テ
ル

　
　
出
席
者
：
常
任
理
事
会
構
成
員
、
葛
城
署
幹
部

○
新
年
賀
詞
交
歓
会

　
　
日
　
時
：
平
成
31
年
1
月
18
日
（
金
）　
午
後
5
時
～

　
　
場
　
所
：
橿
原
神
宮�
養
正
殿

　
　
出
席
者
：
納
税
協
会
会
員
、
葛
城
署
幹
部
ほ
か

○�

青
色
申
告
部
会
・
葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
・
葛
城
優
青
会

合
同
役
員
会
並
び
に
研
修
会

　
　
日
　
時
：
平
成
31
年
1
月
24
日
（
木
）　
午
後
２
時
～

　
　
場
　
所
：
葛
城
納
税
協
会�
2
階
会
議
室

　
　
内
　
容
：
確
定
申
告
期
の
受
付
事
務
等
に
つ
い
て

○
税
制
改
正
講
演
会

　
　
日
　
時
：
平
成
31
年
1
月
29
日
（
火
）　
午
後
3
時
～

　
　
場
　
所
：
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　
　
出
席
者
：
森
本
協
会
長
、
河
村
副
会
長
、
専
務
理
事

○
葛
城
法
友
会
臨
時
総
会
・
調
査
部
法
人
部
会
合
同
研
修
会
（
講
演
会
）

　
　
日
　
時
：
平
成
31
年
2
月
4
日
（
月
）　
午
後
3
時
～

　
　
場
　
所
：
橿
原
観
光
ホ
テ
ル

　
　
出
席
者
：
葛
城
法
友
会
会
員
並
び
に
調
査
部
法
人
部
会
員

○
第
37
回
（
予
算
）
理
事
会

　
　
日
　
時
：
平
成
31
年
3
月
14
日
（
木
）　
午
後
１
時
30
分
～

　
　
場
　
所
：
葛
城
納
税
協
会�

2
階
会
議
室

　
　
出
席
者
：
理
事
、
葛
城
署
幹
部
ほ
か

○
納
税
協
会
長
会
議

　
　
日
　
時
：
平
成
31
年
3
月
25
日
（
月
）　
午
後
3
時
～

　
　
場
　
所
：
大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル

　
　
出
席
者
：
森
本
協
会
長

○
確
定
申
告
期
に
お
け
る
事
務
改
善
検
討
会
議

　
　
日
　
時
：
平
成
31
年
3
月
下
旬

　
　
場
　
所
：
葛
城
納
税
協
会�

2
階
会
議
室

　
　
出
席
者
：�

青
色
申
告
部
会
、
葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
並

び
に
葛
城
優
青
会
会
員

　
　
議
　
題
：
確
定
申
告
期
の
受
付
事
務
の
改
善
点
等
を
協
議

○
第
38
回
（
決
算
）
理
事
会

　
　
日
　
時
：
平
成
31
年
4
月
11
日
（
木
）　
午
前
11
時
～

　
　
場
　
所
：
葛
城
納
税
協
会�

2
階
会
議
室

　
　
出
席
者
：
理
事
、
葛
城
署
幹
部
ほ
か

○
第
39
回
理
事
会
、
第
９
回
定
時
総
会

　
　
日
　
時
：（
平
成
31
年
）
5
月
20
日
（
月
）（
午
後
4
時
～
）

　
　
場
　
所
：
橿
原
観
光
ホ
テ
ル

　
　
出
席
者
：
理
事
、
代
議
員
、
葛
城
署
幹
部
ほ
か

○
第
4
回
Ｎ
Ｋ
メ
ン
バ
ー
ズ
ツ
ア
ー

　
　
日
　
時
：（
平
成
31
年
）
6
月
8
日
（
土
）
～
6
月
10
日
（
月
）

　
　
場
　
所
：�

軽
井
沢
方
面
（
軽
井
沢
　
万
平
ホ
テ
ル
、
戸
倉
上

山
田
温
泉
　
等
）

　
　
対
　
象
：
納
税
協
会
会
員
ほ
か

○
高
取
町
長
賞

 

高
取
町
立 

高
取
中
学
校 

上
田

　初
芽

 

　題
名
﹇
税
金
か
ら
考
え
る
社
会
﹈

○
明
日
香
村
長
賞

 

明
日
香
村
立 

聖
徳
中
学
校 

松
本

　悠
聖

 

　題
名
﹇
税
に
つ
い
て
﹈

○
上
牧
町
長
賞

 

上
牧
町
立 

上
牧
第
二
中
学
校 

山
口

　実
莉

 

　題
名
﹇
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
税
と
は
﹈

○
王
寺
町
長
賞

 

王
寺
町
立 

王
寺
中
学
校 

岡
本

　佳
音

 

　題
名
﹇
人
々
と
税
と
の
関
わ
り
﹈

○
広
陵
町
長
賞

 

広
陵
町
立 

広
陵
中
学
校 

吉
田

　好
花

 

　題
名
﹇
あ
な
た
も
寄
附
金
で
ふ
る
さ
と
に
光
を
﹈

○
河
合
町
長
賞

 

学
校
法
人
西
大
和
学
園 

西
大
和
学
園
中
学
校

 
 

 

市
橋

　結
唯

 

　題
名
﹇
私
た
ち
国
民
が
す
べ
き
こ
と
﹈

○
近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部 

支
部
長
賞

 

五
條
市
立 

野
原
中
学
校 

木
村

　翔
叶

 

　題
名
﹇「
税
に
つ
い
て
思
う
事
」﹈

　ま
た
、
中
学
生
の
『
税
に
つ
い
て
の
作
文
』
事
業
の

趣
旨
を
十
分
に
理
解
さ
れ
、
次
代
を
担
う
中
学
生
に
対

す
る
租
税
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
、
今
後
更
な
る
租

税
教
育
へ
の
取
組
が
大
い
に
期
待
で
き
る
中
学
校
に
対

し
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

○
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

会
長
感
謝
状

 

五
條
市
立

　五
條
西
中
学
校

 

香
芝
市
立

　香
芝
西
中
学
校

○
葛
城
税
務
署 

署
長
感
謝
状
（
租
税
教
育
推
進
校
）

 

葛
城
市
立

　白
鳳
中
学
校

　去
る
十
二
月
五
日
（
水
）、「
橿
原
神
宮
養
正
殿
」
に

於
い
て
、
平
成
三
十
年
度 

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
表
彰
式
が
、
葛
城
税
務
署
並
び
に
葛
城
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
事
業
は
、
中
学

生
が
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

が
昭
和
四
十
二
年
か
ら
租
税
教
育
推
進
事
業
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
で
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
国
税

庁
と
の
共
催
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
年
度
で
五

十
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　本
年
度
は
、
管
内
の
中
学
校
三
十
三
校
か
ら
、
三
千

二
百
十
九
編
の
応
募
が
あ
り
、
作
品
に
は
「
私
達
が
社

会
生
活
を
営
む
上
で
税
金
の
大
切
さ
や
使
わ
れ
方
に
関

心
を
持
つ
事
が
重
要
」
な
ど
、
税
を
正
し
く
理
解
し
よ

う
と
す
る
意
欲
が
伝
わ
る
内
容
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
、

税
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
が
伺
え
ま
し
た
。
栄
え
あ
る

受
彰
者
は
次
の
皆
様
方
で
す
。   

　（敬
称
略
・
順
不
同
）

○
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

優
秀
賞

 

奈
良
県
立 

青
翔
中
学
校 

大
家

　衣
濃
理

 

　題
名
﹇
ふ
る
さ
と
納
税
が
く
れ
た
ぬ
く
も
り
﹈

○
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会 

会
長
賞

 

奈
良
県
立 

青
翔
中
学
校 

大
家

　衣
穂
理

 

　題
名
﹇
夢
を
か
な
え
る
税
﹈

○
奈
良
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会 

会
長
賞

 

香
芝
市
立 

香
芝
西
中
学
校 

中
島

　結
菜

 

　題
名
﹇
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
税
金
﹈

 

明
日
香
村
立 

聖
徳
中
学
校 

松
川

　優
衣

 

　題
名
﹇
税
金
の
お
か
げ
で…

﹈

 

王
寺
町
立 

王
寺
南
中
学
校 

柏
原

　史
希

 

　題
名
﹇
未
来
の
た
め
に
﹈

 

大
和
高
田
市
立 

高
田
中
学
校 

森
本

　和
乃

 

　題
名
﹇
税
は
私
達
の
き
ぼ
う
﹈

 

広
陵
町
立 

真
美
ケ
丘
中
学
校 

田
中

　真
衣

 

　題
名
﹇
豊
か
な
未
来
へ
﹈

 

高
取
町
立 

高
取
中
学
校 

植
山

　望
逢

 

　題
名
﹇
税
金
が
あ
る
こ
と
で
﹈

○
奈
良
県
知
事
賞

 

香
芝
市
立 

香
芝
北
中
学
校 

大
西

　陽

 

　題
名
﹇
西
日
本
豪
雨
﹈

○
葛
城
税
務
署
長
賞

 

御
所
市
立
葛
上
中
学
校 

米
田

　結
香

 

　題
名
﹇「
税
金
の
大
切
さ
」﹈

 

広
陵
町
立 

真
美
ケ
丘
中
学
校 

桝
本

　亮

 

　題
名
﹇
国
力
を
支
え
る
税
﹈

○
葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

会
長
賞

 

五
條
市
立 

五
條
東
中
学
校 

阪
上

　友
莉

 

　題
名
﹇
税
金
の
大
切
さ
﹈

 

広
陵
町
立 

真
美
ケ
丘
中
学
校 

永
嶋

　里
帆

 

　題
名
﹇
暮
ら
し
を
支
え
る
税
金
﹈

 

葛
城
市
立 

白
鳳
中
学
校 

小
河

　佳
史

 

　題
名
﹇
自
然
災
害
と
税
﹈

 

葛
城
市
立 

新
庄
中
学
校 

松
岡

　大
佑

 

　題
名
﹇
未
来
を
つ
く
る
税
﹈

 

御
所
市
立 

葛
中
学
校 

綿
舎

　真
美

 

　題
名
﹇
税
金
が
支
え
て
い
る
﹈

○
葛
城
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協
議
会 

会
長
賞

 

学
校
法
人
西
大
和
学
園 

西
大
和
学
園
中
学
校

 
 

 

大
西

　勇
仁
郎

 

　題
名
﹇
税
の
使
い
方
﹈

○
公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会 

会
長
賞

 

橿
原
市
立 

白
橿
中
学
校 

中
岡

　良
太

 

　題
名
﹇
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
税
金
﹈

 

大
和
高
田
市
立 

高
田
西
中
学
校 

近
藤

　優
衣

 

　題
名
﹇
税
金
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
﹈

 

上
牧
町
立 

上
牧
第
二
中
学
校 

森
口

　寛
子

 

　題
名
﹇
学
校
と
税
金
の
関
係
﹈

○
大
和
高
田
市
長
賞

 

大
和
高
田
市
立 

高
田
中
学
校 

今
井

　晴
菜

 

　題
名
﹇「
納
税
と
は
」﹈

○
橿
原
市
長
賞

 

橿
原
市
立 

八
木
中
学
校 

有
村

　美
緒

 

　題
名
﹇「
税
金
」
っ
て
何
で
す
か
？
﹈

○
五
條
市
長
賞

 

学
校
法
人
智
辯
学
園 

智
辯
学
園
中
学
校

 
 

 

辰
巳

　梓
乃

 

　題
名
﹇
税
の
大
切
さ
﹈

○
御
所
市
長
賞

 

御
所
市
立 

大
正
中
学
校 

松
下

　陽
菜

 

　題
名
﹇
私
達
が
払
っ
て
い
る
税
金
﹈

○
香
芝
市
長
賞

 

香
芝
市
立 

香
芝
北
中
学
校 

藤
本

　優
安

 

　題
名
﹇
祖
父
の
病
気
か
ら
学
ん
だ
こ
と
﹈

○
葛
城
市
長
賞

 

葛
城
市
立 

白
鳳
中
学
校 

池
嶋

　春
香

 

　題
名
﹇
”
社
会
保
障
“と
”
税
金
“﹈

できる社長さんの基礎知識　心と脳の仕事術

会社税務の基本とポイント
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新規加入会員紹介
【法人】� H30.7.1 〜 H30.11.30

法　人　名 代表者名 支部名
�㈲うな源 森本　猛央 大和高田
�㈲アカイ 赤井　幸男 大和高田
�㈱阪本建築 阪本　弘 大和高田
�㈱タカギ工業 高木　一馬 橿　　原
�㈱中西組 中西　啓介 橿　　原
�㈱サラギ製作所 𠮷𠮷𠮷　𠮷𠮷 御　　所
�㈲ウエダ電機設備 上田　啓司 五　　條
�㈱インテリア後田 後田　浩次 北　葛　北
�㈱介護センター虹 高田　佳美 北　葛　北
�㈲カガヤ 東出　昌久 北　葛　南
�㈱ウエダ 植田　紀一 北　葛　南
�農事組合法人　ラッテたかまつ 髙松　久仁子 北　葛　南
�栄和松南㈱ 中野　貴司 北　葛　南
�㈱栗本建設 栗本　進也 高　　市
�㈱侑紀興産 細井　朋子 高　　市

合計 15 人社

【個人】� H30.7.1 〜 H30.11.30
事 業 所 名 代表者名 支部名

�千葉興業 千葉　幹也 大和高田
今𠮷　一二三 大和高田

�Ｄｏｎ・fun 広川　芳美 橿　　原
�ImagamI 今上　貢 橿　　原

中澤　楢治 橿　　原
岡本　亜也実 御　　所

�Aki 工業 𠮷𠮷川　𠮷𠮷 御　　所
�源フーズ 福井　大 五　　條
�ケイワイ商事 山本　和広 五　　條
�インテリア雪丸 雪丸　豊 北　葛　北

田中　勝治 北　葛　北
�畑屋根工業 畑　拓也 北　葛　北
�eneloof 谷口　浩規 北　葛　北

辻野　智子 北　葛　南
谷口　善幸 北　葛　南

�協和化成工業所 森川　俊一 北　葛　南
�立脇道夫税理士事務所 立脇　道夫 北　葛　南
�岩崎和夫税理士事務所 岩崎　年秀 高　　市
�凱総合 弘田　洋二 高　　市

合計 19 人社

○
高
取
町
長
賞

 

高
取
町
立 

高
取
中
学
校 

上
田

　初
芽

 

　題
名
﹇
税
金
か
ら
考
え
る
社
会
﹈

○
明
日
香
村
長
賞

 

明
日
香
村
立 

聖
徳
中
学
校 

松
本

　悠
聖

 

　題
名
﹇
税
に
つ
い
て
﹈

○
上
牧
町
長
賞

 

上
牧
町
立 

上
牧
第
二
中
学
校 

山
口

　実
莉

 

　題
名
﹇
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
税
と
は
﹈

○
王
寺
町
長
賞

 

王
寺
町
立 

王
寺
中
学
校 

岡
本

　佳
音

 

　題
名
﹇
人
々
と
税
と
の
関
わ
り
﹈

○
広
陵
町
長
賞

 

広
陵
町
立 

広
陵
中
学
校 

吉
田

　好
花

 

　題
名
﹇
あ
な
た
も
寄
附
金
で
ふ
る
さ
と
に
光
を
﹈

○
河
合
町
長
賞

 

学
校
法
人
西
大
和
学
園 

西
大
和
学
園
中
学
校

 
 

 

市
橋

　結
唯

 

　題
名
﹇
私
た
ち
国
民
が
す
べ
き
こ
と
﹈

○
近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部 

支
部
長
賞

 

五
條
市
立 

野
原
中
学
校 

木
村

　翔
叶

 

　題
名
﹇「
税
に
つ
い
て
思
う
事
」﹈

　ま
た
、
中
学
生
の
『
税
に
つ
い
て
の
作
文
』
事
業
の

趣
旨
を
十
分
に
理
解
さ
れ
、
次
代
を
担
う
中
学
生
に
対

す
る
租
税
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
、
今
後
更
な
る
租

税
教
育
へ
の
取
組
が
大
い
に
期
待
で
き
る
中
学
校
に
対

し
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

○
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

会
長
感
謝
状

 

五
條
市
立

　五
條
西
中
学
校

 

香
芝
市
立

　香
芝
西
中
学
校

○
葛
城
税
務
署 

署
長
感
謝
状
（
租
税
教
育
推
進
校
）

 

葛
城
市
立

　白
鳳
中
学
校

　去
る
十
二
月
五
日
（
水
）、「
橿
原
神
宮
養
正
殿
」
に

於
い
て
、
平
成
三
十
年
度 

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
表
彰
式
が
、
葛
城
税
務
署
並
び
に
葛
城
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
事
業
は
、
中
学

生
が
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

が
昭
和
四
十
二
年
か
ら
租
税
教
育
推
進
事
業
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
で
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
国
税

庁
と
の
共
催
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
年
度
で
五

十
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　本
年
度
は
、
管
内
の
中
学
校
三
十
三
校
か
ら
、
三
千

二
百
十
九
編
の
応
募
が
あ
り
、
作
品
に
は
「
私
達
が
社

会
生
活
を
営
む
上
で
税
金
の
大
切
さ
や
使
わ
れ
方
に
関

心
を
持
つ
事
が
重
要
」
な
ど
、
税
を
正
し
く
理
解
し
よ

う
と
す
る
意
欲
が
伝
わ
る
内
容
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
、

税
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
が
伺
え
ま
し
た
。
栄
え
あ
る

受
彰
者
は
次
の
皆
様
方
で
す
。   

　（敬
称
略
・
順
不
同
）

○
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

優
秀
賞

 

奈
良
県
立 

青
翔
中
学
校 

大
家

　衣
濃
理

 

　題
名
﹇
ふ
る
さ
と
納
税
が
く
れ
た
ぬ
く
も
り
﹈

○
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会 

会
長
賞

 

奈
良
県
立 

青
翔
中
学
校 

大
家

　衣
穂
理

 

　題
名
﹇
夢
を
か
な
え
る
税
﹈

○
奈
良
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会 

会
長
賞

 

香
芝
市
立 

香
芝
西
中
学
校 

中
島

　結
菜

 

　題
名
﹇
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
税
金
﹈

 

明
日
香
村
立 

聖
徳
中
学
校 

松
川

　優
衣

 

　題
名
﹇
税
金
の
お
か
げ
で…

﹈

 

王
寺
町
立 

王
寺
南
中
学
校 

柏
原

　史
希

 

　題
名
﹇
未
来
の
た
め
に
﹈

 

大
和
高
田
市
立 

高
田
中
学
校 

森
本

　和
乃

 

　題
名
﹇
税
は
私
達
の
き
ぼ
う
﹈

 

広
陵
町
立 

真
美
ケ
丘
中
学
校 

田
中

　真
衣

 

　題
名
﹇
豊
か
な
未
来
へ
﹈

 

高
取
町
立 

高
取
中
学
校 

植
山

　望
逢

 

　題
名
﹇
税
金
が
あ
る
こ
と
で
﹈

○
奈
良
県
知
事
賞

 

香
芝
市
立 

香
芝
北
中
学
校 

大
西

　陽

 

　題
名
﹇
西
日
本
豪
雨
﹈

○
葛
城
税
務
署
長
賞

 

御
所
市
立
葛
上
中
学
校 

米
田

　結
香

 

　題
名
﹇「
税
金
の
大
切
さ
」﹈

 

広
陵
町
立 

真
美
ケ
丘
中
学
校 

桝
本

　亮

 

　題
名
﹇
国
力
を
支
え
る
税
﹈

○
葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

会
長
賞

 

五
條
市
立 

五
條
東
中
学
校 

阪
上

　友
莉

 

　題
名
﹇
税
金
の
大
切
さ
﹈

 

広
陵
町
立 

真
美
ケ
丘
中
学
校 

永
嶋

　里
帆

 

　題
名
﹇
暮
ら
し
を
支
え
る
税
金
﹈

 

葛
城
市
立 

白
鳳
中
学
校 

小
河

　佳
史

 

　題
名
﹇
自
然
災
害
と
税
﹈

 

葛
城
市
立 

新
庄
中
学
校 

松
岡

　大
佑

 

　題
名
﹇
未
来
を
つ
く
る
税
﹈

 

御
所
市
立 

葛
中
学
校 

綿
舎

　真
美

 

　題
名
﹇
税
金
が
支
え
て
い
る
﹈

○
葛
城
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協
議
会 

会
長
賞

 

学
校
法
人
西
大
和
学
園 

西
大
和
学
園
中
学
校

 
 

 

大
西

　勇
仁
郎

 

　題
名
﹇
税
の
使
い
方
﹈

○
公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会 

会
長
賞

 

橿
原
市
立 

白
橿
中
学
校 

中
岡

　良
太

 

　題
名
﹇
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
税
金
﹈

 

大
和
高
田
市
立 

高
田
西
中
学
校 

近
藤

　優
衣

 

　題
名
﹇
税
金
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
﹈

 

上
牧
町
立 

上
牧
第
二
中
学
校 

森
口

　寛
子

 

　題
名
﹇
学
校
と
税
金
の
関
係
﹈

○
大
和
高
田
市
長
賞

 

大
和
高
田
市
立 

高
田
中
学
校 

今
井

　晴
菜

 

　題
名
﹇「
納
税
と
は
」﹈

○
橿
原
市
長
賞

 

橿
原
市
立 

八
木
中
学
校 

有
村

　美
緒

 

　題
名
﹇「
税
金
」
っ
て
何
で
す
か
？
﹈

○
五
條
市
長
賞

 

学
校
法
人
智
辯
学
園 

智
辯
学
園
中
学
校

 
 

 

辰
巳

　梓
乃

 

　題
名
﹇
税
の
大
切
さ
﹈

○
御
所
市
長
賞

 

御
所
市
立 

大
正
中
学
校 

松
下

　陽
菜

 

　題
名
﹇
私
達
が
払
っ
て
い
る
税
金
﹈

○
香
芝
市
長
賞

 

香
芝
市
立 

香
芝
北
中
学
校 

藤
本

　優
安

 

　題
名
﹇
祖
父
の
病
気
か
ら
学
ん
だ
こ
と
﹈

○
葛
城
市
長
賞

 

葛
城
市
立 

白
鳳
中
学
校 

池
嶋

　春
香

 

　題
名
﹇
”
社
会
保
障
“と
”
税
金
“﹈

 

 

 

● 個人住民税の特別徴収とは、給与支払者が、所得税の源泉徴収と同様に、毎月、従業員（正規雇用だけ

でなく、臨時職員、アルバイト等の非正規雇用も含む。）に支払う給与から個人住民税を引き落とし、

市町村に納入いただく制度です。 

● 地方税法第３２１条の３、第３２１条の４等及び各市町村の税条例の定めにより、給与を支払う事業者

は、原則として、すべて特別徴収義務者として個人住民税を特別徴収していただく義務があります。 

奈良県及び県内すべての市町村からのお知らせです。 

① 従業員の住所地の市町村に１月３１日までに「給与支払報告書」を提出してください。 

（②市町村役場にて税額の計算を行い、③５月３１日までに特別徴収税額決定通知書を送付します。） 

④ ６月以降、税額決定通知書に記載の税額を給与から徴収してください。 

⑤ 従業員の給与から徴収した住民税を、翌月１０日までに各従業員の住所地の市町村へ、市町村毎の 

合算額を納入してください。 

  従業員が常時１０名未満の事業者は、申請により年２回の納期とすることができます。 

事業者の皆様へ 特別徴収実施のご案内 
     

 

個人住民税の特別徴収の手続き 

奈良県全体として、平成２５年度から個人住民税の特別徴収義務の履行を徹底しています。 

 

 

 

 

個人住民税は特別徴収で納めましょう。 

事業者 
市町村役場 

詳しくは、従業員の住所地の各市町村税務担当課までお問い合わせください。  

 

 

 

● 個人住民税の特別徴収とは、給与支払者が、所得税の源泉徴収と同様に、毎月、従業員（正規雇用だけ

でなく、臨時職員、アルバイト等の非正規雇用も含む。）に支払う給与から個人住民税を引き落とし、

市町村に納入いただく制度です。 

● 地方税法第３２１条の３、第３２１条の４等及び各市町村の税条例の定めにより、給与を支払う事業者

は、原則として、すべて特別徴収義務者として個人住民税を特別徴収していただく義務があります。 

奈良県及び県内すべての市町村からのお知らせです。 

① 従業員の住所地の市町村に１月３１日までに「給与支払報告書」を提出してください。 

（②市町村役場にて税額の計算を行い、③５月３１日までに特別徴収税額決定通知書を送付します。） 

④ ６月以降、税額決定通知書に記載の税額を給与から徴収してください。 

⑤ 従業員の給与から徴収した住民税を、翌月１０日までに各従業員の住所地の市町村へ、市町村毎の 

合算額を納入してください。 

  従業員が常時１０名未満の事業者は、申請により年２回の納期とすることができます。 

事業者の皆様へ 特別徴収実施のご案内 
     

 

個人住民税の特別徴収の手続き 

奈良県全体として、平成２５年度から個人住民税の特別徴収義務の履行を徹底しています。 

 

 

 

 

個人住民税は特別徴収で納めましょう。 

事業者 
市町村役場 

詳しくは、従業員の住所地の各市町村税務担当課までお問い合わせください。  

（奈良県提供）
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ＱＲコードを利用したコンビニ納付手続の開始について

 
コンビニ納付は、従来、税務署から交付又は送付されたバーコード付の納付書がなければ

利用できませんでしたが、平成 31 年（2019 年）1 月 4 日（金）以降、自宅等において納付

に必要な情報（氏名や税額など）をいわゆる「ＱＲコード」（ＰＤＦファイル）として作成･

出力することにより可能となります。 
利用方法は次のとおりです。 
① 自宅等で作成・出力した「ＱＲコード」（ＰＤＦファイル）をコンビニ店舗に持参 
② いわゆるキオスク端末（「Loppi」や「Fami ポート」）に読み取らせることによりバー

コード（納付書）が出力 
③ バーコード（納付書）によりレジで納付 
（注） 詳細な利用方法等については、今後お知らせしていきます。 

 
1 ＱＲコードの作成・出力方法 
(1) 確定申告書等作成コーナーからの作成・出力 
 確定申告書等作成コーナーにおいて、所得税、消費税、贈与税の申告書を作成する際に、

ＱＲコードの作成を選択することで、申告書に併せて、ＱＲコード（ＰＤＦファイル）を印

字した書面が出力（作成）されます。 
(2) 国税庁ホームページからの作成・出力 
 国税庁ホームページのコンビニ納付用ＱＲコード作成専用画面において、納付に必要な

情報（住所、氏名、納付税目、納付金額等）を入力することで、ＱＲコード（ＰＤＦファイ

ル）を印字した書面が出力（作成）されます。  
（注 1） 納付できる金額は従来のコンビニ納付と同様に 30 万円以下となります。 
（注 2） 作成したＱＲコード（ＰＤＦファイル）をスマートフォンやタブレット端末に保

存し、スマートフォンやタブレット端末の画面に表示してキオスク端末に読み取ら

せることも可能です。 
2 利用可能コンビニ 

ローソン、ナチュラルローソン、ミニストップ（いずれも「Loppi」端末設置店舗のみ） 
ファミリーマート（「Fami ポート」端末設置店舗のみ） 

  
※ ＱＲコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。 

平成30年度 納税表彰式並びに感謝状贈呈式平成30年度 納税表彰式並びに感謝状贈呈式

　菊
花
薫
る
11
月
13
日
（
火
）、「
橿
原
神
宮
養
正
殿
」

に
於
い
て
、
平
成
30
年
度
納
税
表
彰
式
が
、
葛
城
税
務

署
、
公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会
並
び
に
葛
城
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
管
内
官
公
庁
並

び
に
関
係
諸
団
体
の
ご
来
賓
を
多
数
お
招
き
し
て
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　受
彰
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
は
、
多
年
に
わ
た
り
適
正

な
申
告
と
納
税
を
続
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会

に
お
け
る
正
し
い
税
知
識
の
普
及
と
納
税
道
義
の
高
揚

に
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
運

営
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
、

国
税
庁
長
官
表
彰
及
び
大
阪
国
税
局
長
表
彰
の
ご
披
露

並
び
に
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
会
長
感
謝
状
の

伝
達
が
併
せ
て
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
全
国
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
と
国
税
庁
が
共
催
に
よ
り
実
施
し
て
い
る

本
年
度
の
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
募
集
に

お
い
て
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞
を
受
彰

さ
れ
た
奈
良
県
立
青
翔
中
学
校
３
年
生
の
大
家
衣
濃
理

さ
ん
に
作
品
の
朗
読
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　栄
え
あ
る
受
彰
者
は
次
の
皆
様
方
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

○
葛
城
税
務
署
長
表
彰 

受
彰
者

 

赤
井

　佐
太
郎 

葛
城
納
税
協
会
青
色
申
告
部
会 

理
事

 

島

　
　光
晴 

葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

監
事

 

宮
嵜

　充
弘 

葛
城
納
税
協
会 

理
事

 

𠮷𠮷
𠮷𠮷

　彰
𠮷𠮷 

葛
城
納
税
協
会 

理
事

○
公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会
長
表
彰 

受
彰
者

 

今
西

　三
次 

葛
城
納
税
協
会 

会
員

 

上
杉

　幸
作 

葛
城
納
税
協
会 

理
事

 

北
村

　和
久 
葛
城
納
税
協
会 

代
議
員

 

田
中

　俊
男 
葛
城
納
税
協
会 

代
議
員

 

當
麻

　和
重 

葛
城
納
税
協
会 

理
事

 

中
林

　孝
仁 

葛
城
納
税
協
会
青
年
部
会 

副
部
会
長

 

森
井

　義
雄 

葛
城
納
税
協
会 
代
議
員

 

山
口

　重
美 

葛
城
納
税
協
会 
代
議
員

○
葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
表
彰 

受
彰
者

 

中
村

　佳
郎 

葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

理
事

 

吉
野

　元
康 

葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

監
事

○
国
税
庁
長
官
表
彰 

受
彰
者

 

森
本

　俊
一 

葛
城
納
税
協
会 

会
長

○
大
阪
国
税
局
長
表
彰 

受
彰
者

 

湯
𠮷𠮷

　康
𠮷𠮷 

葛
城
納
税
協
会 

常
任
理
事

○
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長
感
謝
状 

受
彰
者

 

𠮷𠮷
田

　芳
寛 

葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会 

理
事

　受
彰
者
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
活

躍
と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（税務署提供）
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第
三
部

　
記
念
祝
賀
会

　場
所
を
「
橿
原
神
宮
養
正
殿
」
移
し
、
午
後
６
時
30

分
か
ら
、
管
内
官
公
庁
並
び
に
関
係
諸
団
体
の
ご
来
賓

を
多
数
お
招
き
し
て
、
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　祝

賀
会
場
入
口
に
は
管
内
酒
造
会
社
10
社
の
飾
樽
が

飾
ら
れ
、
お
祝
い
ム
ー
ド
の
中
、「
和
太
鼓
・
笑
」
に

よ
る
大
小
様
々
な
和
太
鼓
の
生
演
奏
が
始
ま
り
、
最
初

の
静
か
な
演
奏
か
ら
徐
々
に
力
強
く
会
場
全
体
が
震
え

る
ほ
ど
の
演
奏
に
変
わ
り
、
出
席
者
の
皆
様
方
を
鼓
舞

さ
せ
る
か
の
よ
う
な
演
奏
で
大
変
ご
好
評
で
し
た
。

　続
い
て
、
河
村
副
会
長
よ
り
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
い
た
後
、
法
被
姿
と
な
っ
た
主
来
賓
の
皆
様
方
と

主
催
者
に
よ
る
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
出
席
者
の
皆
様
方

に
祝
杯
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　祝
賀
会
は
創
立
以
来
の
話
題
に
花
が
咲
く
な
ど
、
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
鍜
治
田
副
会
長
よ
り
中
締

め
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
後
、
盛
会
裡
に
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

第
二
部

　
記
念
式
典

　場
所
を「
橿
原
神
宮
会
館
」に
移
し
、午
後
５
時
か
ら
、

管
内
官
公
庁
並
び
に
関
係
諸
団
体
の
ご
来
賓
を
多
数
お

招
き
し
て
、
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　開
式
後
、
葛
城
納
税
協
会
創
立
70
周
年
の
過
去
を
振

り
返
る
映
像
が
流
れ
、
創
立
以
降
の
歩
み
や
、
歴
代
協

会
長
の
写
真
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
式
典
は
式

次
第
に
沿
っ
て
進
行
さ
れ
、
森
本
協
会
長
が
式
辞
を
述

べ
ら
れ
た
後
、
大
阪
国
税
局 

徴
収
部
長 

丸
之
内 

陽
一

様
、
葛
城
税
務
署
長 

平
島 

芳
章 

様
、
大
和
高
田
市
長 

吉
田 

誠
克 

様
、
公
益
財
団
法
人 

納
税
協
会
連
合
会 

常
任
副
会
長 

新
木 

敏
克 

様
、
並
び
に
近
畿
税
理
士
会 

葛
城
支
部
長 

長
谷
川 

博
章 

様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
後
、
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
方
の
ご
紹
介
と
と
も

に
、
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

　そ
の
後
、「
公
益
財
団
法
人 

納
税
協
会
連
合
会 

会
長

感
謝
状
」
並
び
に
「
公
益
社
団
法
人 

葛
城
納
税
協
会 

会
長
感
謝
状
」
の
贈
呈
が
行
わ
れ
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

栄
え
あ
る
受
彰
者
は
次
の
皆
様
方
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
公
益
財
団
法
人
納
税
協
会
連
合
会 

会
長
感
謝
状 

受
彰
者
】

　公
益
社
団
法
人 

葛
城
納
税
協
会

　公
益
社
団
法
人 

葛
城
納
税
協
会

　森
本 

俊
一 

殿

【
公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会 

会
長
感
謝
状 

受
彰
者
】

　
《
功
労
者
》

　
　大
和
高
田
支
部 

鈴
木

　勝
士 

殿

　
　橿
原
支
部 

髙
瀬

　泰
嗣 

殿

　
　御
所
支
部 

飯
田

　清
嗣 

殿

　
　御
所
支
部 

杉
村

　雅
史 

殿

　
　五
條
支
部 

川
村

　淳
嘉 

殿

　
　北
葛
北
支
部 

松
井

　義
明 

殿

　
　北
葛
南
支
部 

池
木

　啓
仁 

殿

　
　高
市
支
部 

細
井

　保
宏 

殿

　
　高
市
支
部 

長
谷
川
博
章 

殿

　
《
特
別
功
労
者
》

　
　大
和
高
田
支
部 

嶋
田

　陽
弘 

殿

　
　大
和
高
田
支
部 

岡
本

　吉
行 

殿

　
　橿
原
支
部 

岸
田

　守
弘 

殿

　
　橿
原
支
部 

古
市

　
　潔 

殿

　
　御
所
支
部 

山
下

　幸
則 

殿

　
　五
條
支
部 

田
原

　清
孝 

殿

　
　北
葛
北
支
部 

森
近

　
　勝 

殿

　
　北
葛
南
支
部 

一
ノ
坪
久
浩 

殿

　
　高
市
支
部 

湯
川

　康
治 

殿

　受
彰
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
活
躍

と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 年１月から申告手続がより便利になりました！

・パスワード方式
用意するものは、次の２つ！

・パスワード方式に対応した
① ID（利用者識別番号）
②パスワード（暗証番号）

・国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」でのみ利用できます。
※マイナンバーカード及びＩＣカードリーダライタが普及するまでの暫定的な対応です。

平成31年(2019年)１月以降も、引き続き、従来の方式でもe-Taxによる申告書の送信ができます

・IDとパスワードは、税務署で職員と対面による本人確認を
行った後に発行しますので、発行を希望される方は、
運転免許証などの本人確認書類をお持ちの上、
お近くの税務署（所轄税務署、勤務先近くの税務署等）にお越しください。

今回ご案内しています

手続の詳細につきまし

ては、ＱＲコードから

アクセスしてご確認す

ることができます。

給与所得者（年末調整済み）で、医療費控除又はふるさと納税などの寄附金控除
を適用して申告する方は、スマホ専用画面をご利用いただけます！

※ スマホ専用画面から申告する場合には、「ＩＤ・パスワード方式」と同様、事前にお近く

の税務署（所轄税務署、勤務先近くの税務署等）でＩＤ／パスワードの取得手続をお願いし

ます。

印刷も要らなく
なるんだね。

※ 還付申告をされる場合は、 ２月 日（金）以前でも提出できます。

作 成 し た 申 告 書 等 は 、 早 期 に 提 出 を ！

平成 年（ 年）１月から
いつでもどこでもスマホで申告 

【確定申告書等作成コーナーの操作方法等】 ｅ－Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデスク

【マイナンバーに関するお問合せ】 マイナンバー総合フリーダイヤル

【税 務 相 談 などのお問 合 せ】  葛 城 税 務 署  

※ お問合せ先の受付時間等の詳細については、国税庁ホームページでご確認ください。 

℡

℡

℡
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第
二
部

　
記
念
式
典

　場
所
を「
橿
原
神
宮
会
館
」に
移
し
、午
後
５
時
か
ら
、

管
内
官
公
庁
並
び
に
関
係
諸
団
体
の
ご
来
賓
を
多
数
お

招
き
し
て
、
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　開
式
後
、
葛
城
納
税
協
会
創
立
70
周
年
の
過
去
を
振

り
返
る
映
像
が
流
れ
、
創
立
以
降
の
歩
み
や
、
歴
代
協

会
長
の
写
真
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
式
典
は
式

次
第
に
沿
っ
て
進
行
さ
れ
、
森
本
協
会
長
が
式
辞
を
述

べ
ら
れ
た
後
、
大
阪
国
税
局 

徴
収
部
長 

丸
之
内 

陽
一

様
、
葛
城
税
務
署
長 

平
島 

芳
章 

様
、
大
和
高
田
市
長 

吉
田 

誠
克 

様
、
公
益
財
団
法
人 

納
税
協
会
連
合
会 

常
任
副
会
長 

新
木 

敏
克 

様
、
並
び
に
近
畿
税
理
士
会 

葛
城
支
部
長 

長
谷
川 

博
章 

様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
後
、
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
方
の
ご
紹
介
と
と
も

に
、
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

　そ
の
後
、「
公
益
財
団
法
人 

納
税
協
会
連
合
会 

会
長

感
謝
状
」
並
び
に
「
公
益
社
団
法
人 

葛
城
納
税
協
会 

会
長
感
謝
状
」
の
贈
呈
が
行
わ
れ
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

栄
え
あ
る
受
彰
者
は
次
の
皆
様
方
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
公
益
財
団
法
人
納
税
協
会
連
合
会 

会
長
感
謝
状 

受
彰
者
】

　公
益
社
団
法
人 

葛
城
納
税
協
会

　公
益
社
団
法
人 

葛
城
納
税
協
会

　森
本 

俊
一 

殿

【
公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会 

会
長
感
謝
状 

受
彰
者
】

　
《
功
労
者
》

　
　大
和
高
田
支
部 

鈴
木

　勝
士 

殿

　
　橿
原
支
部 

髙
瀬

　泰
嗣 

殿

　
　御
所
支
部 

飯
田

　清
嗣 

殿

　
　御
所
支
部 

杉
村

　雅
史 

殿

　
　五
條
支
部 

川
村

　淳
嘉 

殿

　
　北
葛
北
支
部 

松
井

　義
明 

殿

　
　北
葛
南
支
部 

池
木

　啓
仁 

殿

　
　高
市
支
部 

細
井

　保
宏 

殿

　
　高
市
支
部 

長
谷
川
博
章 

殿

　
《
特
別
功
労
者
》

　
　大
和
高
田
支
部 

嶋
田

　陽
弘 

殿

　
　大
和
高
田
支
部 

岡
本

　吉
行 

殿

　
　橿
原
支
部 

岸
田

　守
弘 

殿

　
　橿
原
支
部 

古
市

　
　潔 

殿

　
　御
所
支
部 

山
下

　幸
則 

殿

　
　五
條
支
部 

田
原

　清
孝 

殿

　
　北
葛
北
支
部 

森
近

　
　勝 

殿

　
　北
葛
南
支
部 

一
ノ
坪
久
浩 

殿

　
　高
市
支
部 

湯
川

　康
治 

殿

　受
彰
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
活
躍

と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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【 三笠産業とは 】
　　三笠産業㈱が創業の産声を上げたのは、今か
ら約100年前の大正元年(1912年)のことで、「林田國
太郎商店」として樽用の木工呑口を製造販売された
ことが始まりだそうです。戦後、樽の需要減少やプラ
スチック素材の普及を予測し、木工呑口に替わって
プラスチック製キャップを考案され、昭和28年(1953
年)から本格的に製造販売を開始し、3年後の昭和31
年(1956年)に、現三笠産業株式会社を設立されまし
た。
　翌年には平面印刷機の開発に成功し、小さな
キャップの平面部分に印刷をするという技術を当時
の産業界に送り出されました。昭和38年(1963年)に
は、簡易性、安全性、利便性を備えたプラスチック製
の『GS王冠』を開発し、国際的な特許が認められ、
今までの金属王冠に替わる画期的な商品となったそ
うです。その他にも数々の画期的な商品を次々に世に
送り出され、累計商品開発5,000点、現在の商品ライ
ンナップは1,300点にも及び、生活に密着するキャッ
プの役割と市場を大きく広げてこられました。

　また、茨城県に無人化工場、熊本県にボトル新工
場、栃木県にモノづくりの理想を追求するモデル工
場を開設され、国内での生産力の充実と、高品質か
つ安全なモノづくりに一貫して取り組んでおられま

た。内容物の品質を保ちながら消費者にとって簡
単、かつ、開けやすいキャップの開発を追求し続け
ておられます。
　『守る』技術では、開封されたかどうかが一目で
分かるよう、ガード付きのキャップを開発されまし
た。キャップに求められる封印性に加えて、いたずら
を防ぐ機能を付与し、食品の安全性を高め、消費者
に安心感を届けておられます。
　『注ぐ』技術では、液体食品をより確実に注げるよ
う、内容物の粘度や注出量に応じた形状の水切りを
研究されています。注出流量を調節することができ、
しかも液切れの良いキャップを開発して、注ぎやすい
だけでなく、液だれせず容器をいつもきれいに保つ
ことができる商品を開発しておられます。
　『分ける』技術では、内容物の品質を維持するた
めの密封性や開封の簡便性に加え、使用後のキャッ
プの破棄まで考慮した分別性が求められるそうで、
商品シール部分をビンやボトルから簡単に外して分
離できる商品を開発しておられます。

【 製品開発の追求 】
　今後も国内外のお客様のニーズに応え続けるため
には、キャップから容器全体の製品設計・開発技術
の向上に加え、量産技術も飛躍的に高めていく必要
性があるそうで、今後は、最先端の金型・射出成形・
検査技術を取り入れ、独自要素技術との融合の中、
さらに安定かつ効率的な量産体制の確立を目指さ
れるそうです。
　また、包装容器の機能性に加え、お客様の食卓や

生活のワンシーンにアートな息吹を吹き込み、お客
様の満足と笑顔を戴けるデザイン性の向上にも力を
注ぎ、高い機能性と意匠性を兼ね備えたパッケージ
をプロデュースすべく、さらに付加価値の高い商品や
需要創造型商品の開発に取り組んでおられます。

【 今後の展望 】
　三笠産業㈱の“液体を止める”技術は、この奈良の
地で木工呑口の製造から始まり、今日では“液体を包
む”トータルパッケージ技術として広く国内で発展しま
した。時代の移り変わりとともに、木材からプラス
チックへの素材の変化、栓からキャップ・ボトル・ス
パウトへの容器の変化、酒から醤油や酢など食品調
味料全般への内容物の変化がみられてきました。さ
らに昨今は、少子高齢化や核家族の増加、海外の
包装メーカーによる市場参入もあり、求められる包装
容器自体の在り方も変化するなど、多様かつ、迅速
な対応が求められているそうです。

【 健康増進、健康経営推進 】
　三笠産業㈱における「健康」とは、事業を推進す
るため、また従業員の皆さんが充実した生活を送る
ための必須の要件として、健康増進を重要な課題と
して位置付けておられます。皆さんが心身ともに健康
に働ければ、職場の活力が増し、生産性が向上する
等の効果が生まれ、組織の活性にもつながるとのこ
とで、皆さんの健康管理を経営的な視点で考え、戦
略的に実践する「健康経営」の実現にまで進めたい
と考えておられます。
　また、そのために、経済産業省と産業界が連携し
て進めている施策「健康経営優良法人認定制度」の
認定取得にも取り組まれるそうです。

　最後に、三笠産業㈱は、現在、第2の創業期を迎
えておられ、今後とも引き続き、世の中の変化に柔軟
に対応し、お客様のご満足感を獲得できる企業であ
り続けるため、これまで以上に新たなビジョンを持っ
て、次世代のフィールドへと挑戦されておられます。

〒635-0817　奈良県北葛城郡広陵町寺戸27番地
http://www.mikasa-ind.co.jp/

　旧
年
中
は
、
森
本
協
会
長
並
び
に
鍜
治

田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
は
じ
め
、
役

員
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
税
務
行
政
の

適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深

い
御
理
解
と
格
別
の
御
支
援
、
御
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　昨
年
は
、
葛
城
納
税
協
会
創
立
70
周
年

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　皆
様
方
と
は
、
昨
年
７
月
の
着
任
以
降
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
橿
原
で
の一
日
税
務
署
長
等

体
験
、
納
税
表
彰
式
、
大
和
高
田
魅
力
産

業
創
造
フ
ェ
ア
で
の
広
報
活
動
な
ど
、
様
々

な
行
事
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
行
事
を
通
じ
ま
し
て
、
皆
様

方
の
税
務
行
政
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
、

税
知
識
の
普
及
や
適
正
申
告
の
推
進
、
納

税
道
義
の
高
揚
に
向
け
た
事
業
活
動
に
深

く
感
じ
入
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　今
後
と
も
、
引
き
続
き
税
務
行
政
全
般

に
わ
た
り
ま
し
て
、
御
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
間
も
な
く
平
成
30
年
分
の
所
得

税
等
の
確
定
申
告
期
を
迎
え
ま
す
。

　例
年
、
確
定
申
告
期
に
お
き
ま
し
て
は
、

会
員
の
皆
様
方
に
申
告
書
作
成
会
場
の
運

営
等
、
様
々
な
面
で
御
協
力
を
賜
って
お
り

ま
す
。

　こ
う
し
た
皆
様
方
の
真
摯
な
取
組
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平

成
30
年
分
の
確
定
申
告
期
に
お
き
ま
し
て

も
、
よ
り
一層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　本
年
１
月
か
ら
は
、ｅ-

Ｔａｘ
利
用
の
簡
便

化
と
し
て
、Ｉ
Ｄ・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
利
用
し
た

電
子
申
告
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
納
税
に

つい
て
は
、
一部
の
コ
ン
ビ
ニ
で
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

利
用
し
た
納
付
手
続
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
方
は
も
と
よ
り
、
お
知

り
合
い
の
方
々
に
も
、
是
非
と
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
）
を
利
用
し
た
申

告
を
お
勧
め
い
た
だ
く
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
本
年
10
月
か
ら
、
消
費
税
率
の

10
％
へ
の
引
上
げ
及
び
軽
減
税
率
制
度
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
葛
城
税
務
署
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
軽
減
税
率
制
度
の
円
滑
な
実

施
に
向
け
て
、
事
業
者
の
皆
様
に
制
度
の

内
容
を
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
自
ら

適
正
な
申
告
・
納
付
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
着
実
な
制
度
の
周
知
・
広
報
や
丁

寧
な
相
談
対
応
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
よ
り
一
層
の
御
支
援
と
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
新
し
い
年
が

公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会
並
び
に
葛

城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
に
と
っ
て
更
な

る
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
こ
と
、
そ
し
て
会

員
の
皆
様
方
の
御
事
業
の
御
繁
栄
並
び
に

御
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　平
成
31
年
の
年
頭
に
当
た
り
ま
し
て
、
謹

ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。（税務署提供）
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　1912年（大正元年）の創業以来、「創意工夫」を理念に
改善・改革を100年以上続けてこられた会社です。
　今回は、林田壽昭代表取締役社長にお話を伺いました。 代表取締役社長

林田　壽昭

【 三笠産業とは 】
　　三笠産業㈱が創業の産声を上げたのは、今か
ら約100年前の大正元年(1912年)のことで、「林田國
太郎商店」として樽用の木工呑口を製造販売された
ことが始まりだそうです。戦後、樽の需要減少やプラ
スチック素材の普及を予測し、木工呑口に替わって
プラスチック製キャップを考案され、昭和28年(1953
年)から本格的に製造販売を開始し、3年後の昭和31
年(1956年)に、現三笠産業株式会社を設立されまし
た。
　翌年には平面印刷機の開発に成功し、小さな
キャップの平面部分に印刷をするという技術を当時
の産業界に送り出されました。昭和38年(1963年)に
は、簡易性、安全性、利便性を備えたプラスチック製
の『GS王冠』を開発し、国際的な特許が認められ、
今までの金属王冠に替わる画期的な商品となったそ
うです。その他にも数々の画期的な商品を次々に世に
送り出され、累計商品開発5,000点、現在の商品ライ
ンナップは1,300点にも及び、生活に密着するキャッ
プの役割と市場を大きく広げてこられました。

　また、茨城県に無人化工場、熊本県にボトル新工
場、栃木県にモノづくりの理想を追求するモデル工
場を開設され、国内での生産力の充実と、高品質か
つ安全なモノづくりに一貫して取り組んでおられま

す。さらに、平成26年(2014年)6月には、タイに販社、
翌年には工場を設立して、海外事業展開の大きな一
歩を踏み出されました。日本国内のお客様のニーズ
に応えてこられたこれまでのノウハウや要素技術を
活かし、経済成長著しいアジア市場を中心に、活動
の舞台を海外まで拡大されています。今後は、包装
業界のあらゆる二ーズに対応するとともに、環境を
テーマにしたリサイクル製品やバイオプラスチック
等、斬新で地球環境に配慮した製品を創造するた
め、国内における研究開発機能を高めていかれるそ
うです。
　｢創意工夫｣、｢無から有を生み出す｣、｢現状否定｣
を合言葉に、これまでに無かった独創性(アイデア)を
カタチ(製品)にする開発志向の企業を目指されておら
れます。

【 MADE　in　MIKASA 】
　以上のとおり、無人化工場等を開設される一方
で、小さな部品の細部にまでこだわった改善・改革
を10 0年以上継続することで、“MADE　in　
MIKASA”の信頼を築いてこられました。
　『開ける』技術では、今やスタンダードとなったプ
ルオープンキャップを昭和44年(1969年)に製品化さ
れ、その後、キャップを回すだけで開栓できるプル
オープン不要のニュートンキャップを開発されまし

た。内容物の品質を保ちながら消費者にとって簡
単、かつ、開けやすいキャップの開発を追求し続け
ておられます。
　『守る』技術では、開封されたかどうかが一目で
分かるよう、ガード付きのキャップを開発されまし
た。キャップに求められる封印性に加えて、いたずら
を防ぐ機能を付与し、食品の安全性を高め、消費者
に安心感を届けておられます。
　『注ぐ』技術では、液体食品をより確実に注げるよ
う、内容物の粘度や注出量に応じた形状の水切りを
研究されています。注出流量を調節することができ、
しかも液切れの良いキャップを開発して、注ぎやすい
だけでなく、液だれせず容器をいつもきれいに保つ
ことができる商品を開発しておられます。
　『分ける』技術では、内容物の品質を維持するた
めの密封性や開封の簡便性に加え、使用後のキャッ
プの破棄まで考慮した分別性が求められるそうで、
商品シール部分をビンやボトルから簡単に外して分
離できる商品を開発しておられます。

【 製品開発の追求 】
　今後も国内外のお客様のニーズに応え続けるため
には、キャップから容器全体の製品設計・開発技術
の向上に加え、量産技術も飛躍的に高めていく必要
性があるそうで、今後は、最先端の金型・射出成形・
検査技術を取り入れ、独自要素技術との融合の中、
さらに安定かつ効率的な量産体制の確立を目指さ
れるそうです。
　また、包装容器の機能性に加え、お客様の食卓や
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　平
成
31
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り

ま
し
て
、謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　平
素
は
、公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協

会
の
運
営
に
あ
た
り
、格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
ど
も
葛
城
納
税
協
会
は
、税
に
関
す
る

健
全
な
納
税
者
の
団
体
と
し
て
、適
正
申
告

の
推
進
と
納
税
道
義
の
高
揚
を
図
る
と
と

も
に
、企
業
や
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、葛
城
税
務
署

と
協
力
し
て
、「
改
正
法
人
税
法
等
説
明

会
」、「
年
末
調
整
説
明
会
」及
び「
記
帳
指

導
説
明
会
」等
の
各
種
説
明
会
を
開
催
し
、

税
知
識
の
普
及
な
ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、

近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部
と
共
催
し
た
税

務
相
談
等
を
積
極
的
に
開
催
し
て
参
り
ま

し
た
。

　こ
れ
ら
の
各
事
業
は
、公
益
社
団
法
人
と

し
て
、会
員・非
会
員
を
問
わ
ず
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
事
業
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、こ

れ
か
ら
も
広
く
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
様
々
な
事
業
活
動
を

行
う
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　さ
て
、国
内
景
気
の
基
調
判
断
は
、緩
や
か

な
回
復
基
調
を
続
け
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、本
年
10
月
か
ら
消
費
税
率
が

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、我
が

国
で
は
初
め
て
の
軽
減
税
率
制
度
が
導
入
さ

れ
る
ほ
か
、自
然
災
害
や
米
中
通
商
摩
擦
の

影
響
な
ど
、景
気
に
対
す
る
不
確
定
要
素
も

多
々
存
在
し
て
い
る
中
、決
し
て
楽
観
で
き
る

動
向
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
情
勢
の
中
、葛
城
納
税
協
会
と

い
た
し
ま
し
て
は
、会
員
の
皆
様
方
の
ご
事
業

と
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
ま
す
よ

う
、税
務
官
公
署
、葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
並
び
に
近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部
等

と
の
連
携・協
調
を
さ
ら
に
深
め
、各
種
事
業

を
積
極
的
に
展
開
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、よ
り
一
層
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
事
業
の
益
々
の
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　旧
年
中
は
、
森
本
協
会
長
並
び
に
鍜
治

田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
は
じ
め
、
役

員
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
税
務
行
政
の

適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深

い
御
理
解
と
格
別
の
御
支
援
、
御
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　昨
年
は
、
葛
城
納
税
協
会
創
立
70
周
年

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　皆
様
方
と
は
、
昨
年
７
月
の
着
任
以
降
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
橿
原
で
の一
日
税
務
署
長
等

体
験
、
納
税
表
彰
式
、
大
和
高
田
魅
力
産

業
創
造
フ
ェ
ア
で
の
広
報
活
動
な
ど
、
様
々

な
行
事
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
行
事
を
通
じ
ま
し
て
、
皆
様

方
の
税
務
行
政
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
、

税
知
識
の
普
及
や
適
正
申
告
の
推
進
、
納

税
道
義
の
高
揚
に
向
け
た
事
業
活
動
に
深

く
感
じ
入
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　今
後
と
も
、
引
き
続
き
税
務
行
政
全
般

に
わ
た
り
ま
し
て
、
御
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
間
も
な
く
平
成
30
年
分
の
所
得

税
等
の
確
定
申
告
期
を
迎
え
ま
す
。

　例
年
、
確
定
申
告
期
に
お
き
ま
し
て
は
、

会
員
の
皆
様
方
に
申
告
書
作
成
会
場
の
運

営
等
、
様
々
な
面
で
御
協
力
を
賜
って
お
り

ま
す
。

　こ
う
し
た
皆
様
方
の
真
摯
な
取
組
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平

成
30
年
分
の
確
定
申
告
期
に
お
き
ま
し
て

も
、
よ
り
一層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　本
年
１
月
か
ら
は
、ｅ-

Ｔａｘ
利
用
の
簡
便

化
と
し
て
、Ｉ
Ｄ・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
利
用
し
た

電
子
申
告
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
納
税
に

つい
て
は
、
一部
の
コ
ン
ビ
ニ
で
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

利
用
し
た
納
付
手
続
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
方
は
も
と
よ
り
、
お
知

り
合
い
の
方
々
に
も
、
是
非
と
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
）
を
利
用
し
た
申

告
を
お
勧
め
い
た
だ
く
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
本
年
10
月
か
ら
、
消
費
税
率
の

10
％
へ
の
引
上
げ
及
び
軽
減
税
率
制
度
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
葛
城
税
務
署
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
軽
減
税
率
制
度
の
円
滑
な
実

施
に
向
け
て
、
事
業
者
の
皆
様
に
制
度
の

内
容
を
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
自
ら

適
正
な
申
告
・
納
付
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
着
実
な
制
度
の
周
知
・
広
報
や
丁

寧
な
相
談
対
応
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
よ
り
一
層
の
御
支
援
と
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
新
し
い
年
が

公
益
社
団
法
人
葛
城
納
税
協
会
並
び
に
葛

城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
に
と
っ
て
更
な

る
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
こ
と
、
そ
し
て
会

員
の
皆
様
方
の
御
事
業
の
御
繁
栄
並
び
に

御
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

公益社団法人葛城納税協会会長
森本　俊一

葛城納税貯蓄組合連合会会長
鍜治田　八彦

葛城税務署署長
平島　芳章

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。　会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
元
気

で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。旧

年
中
は
、葛
城
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
活

動
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　ご
存
知
の
と
お
り
、納
税
貯
蓄
組
合
は
、

昭
和
26
年
に
制
定
さ
れ
た
納
税
貯
蓄
組
合

法
に
基
づい
て
設
立
さ
れ
た
団
体
で
あ
り
、設

立
以
来
、納
税
資
金
の
備
蓄
に
よ
る
期
限
内

納
付
の
確
立
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
お
り

ま
す
。こ
の
目
的
達
成
の
た
め
、納
税
資
金
の

計
画
的
な
備
蓄
の
推
進
と
期
限
内
完
納
の

定
着
化
の
ほ
か
、振
替
納
税
制
度
とｅ-

Ｔａｘ

の
普
及・拡
大
並
び
に
消
費
税
滞
納
の
未
然

防
止
活
動
を
積
極
的
に
行
って
お
り
ま
す
。

　ま
た
、期
限
内
完
納
の
確
立
に
加
え
、納
税

道
義
の
高
揚
を
図
る
こ
と
も
納
税
貯
蓄
組
合

の
役
割
と
し
て
捉
え
、税
の
広
報
活
動
を
通

じ
た
正
し
い
税
の
理
解
者
と
協
力
者
の
拡
大

の
ほ
か
、租
税
教
育
活
動
の一
環
と
し
て
、中

学
生
に
税
に
つい
て
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た『
中
学

生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」』の
募
集
事
業
も

積
極
的
に
行
って
お
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
各
事

業
に
つ
き
ま
し
て
、葛
城
税
務
署
、葛
城
納
税

協
会
並
び
に
近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部
等

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
って
お
り
、深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　さ
て
、本
年
10
月
か
ら
、我
が
国
で
は
初
め

て
の
軽
減
税
率
制
度
の
導
入
と
と
も
に
、消

費
税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、葛
城
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、消
費
税
の
滞
納

を
未
然
防
止
す
る
観
点
か
ら
、納
税
貯
蓄
組

合
が
設
立
さ
れ
た
原
点
に
立
ち
返
り
、納
税

資
金
の
備
蓄
と
振
替
納
税
の
推
進
等
を
通
じ

た
期
限
内
完
納
の
確
立
に
向
け
ま
し
て
、基

本
的
で
地
道
な
活
動
に
取
り
組
む
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、今
後
と
も
、葛
城
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
の
活
動
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、皆
様
方
の
ご
多

幸
と
ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業
の
ご
発
展
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　平
成
31
年
の
年
頭
に
当
た
り
ま
し
て
、
謹

ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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